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会津北嶺高等学校

機械科
自動車コース

普通科

野
球
部

　（
大
会
実
績
）

　
・
第
七
十
四
回
　
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
会
津
支
部
予
選
　
優
勝
　

　
　
　
　
　
本
選
（
県
大
会
）
ベ
ス
ト
１
６

　
・
第
四
十
五
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
優
勝

　
・
第
七
十
五
回
　
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

　
・
第
七
十
五
回
　
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
・
第
六
十
四
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
準
優
勝

　
・
第
一
〇
五
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

　
　
　
　
　
福
島
大
会
　
ベ
ス
ト
４

　
・
第
七
十
五
回
　
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
会
津
支
部
大
会
　 

準
優
勝

　
・
第
七
十
五
回
　
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
・
第
四
十
六
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
優
勝

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
績
）

　
・
会
津
若
松
市
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
猪
苗
代
町
・
中
ノ
沢
温
泉
こ
け
し
祭
り 

イ
ベ
ン
ト
運
営

　
・
い
わ
き
市
豪
雨
災
害
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
１
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｂ
猪
俣
翔
瑛
（
一
箕
中
）・
小
林
雄
陽
（
塩
川
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｃ
木
村
大
珠
（
歌
島
中
）・
永
井
真
斗
（
河
東
学
園
中
）・
矢
内
宇
飛
（
旭
中
）

　
　
　
　
　
２
Ａ
北
浦
空
來
（
石
垣
中
）

　
　
　
　
　
３
Ａ
原
太
一
（
会
北
中
）

　
　
　
　
　
３
Ｃ
辻
川
知
哉
（
小
岩
第
二
中
）

　
・
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
　
㏌
猪
苗
代
　
イ
ベ
ン
ト
運
営

　
　
　
　
　
１
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）・
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）・
三
村
朋
大
（
春
江
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｂ
佐
藤
龍
斗
（
郡
山
五
中
）・
德
田
竜
汰
（
宮
崎
中
）・
山
本
優
太
（
杉
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗
（
若
松
原
中
）・
木
村
大
珠
（
歌
島
中
）
末
永
光
騎
（
雄
勝
中
）・
永
井
真
斗
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
　
　
　
　
矢
内
宇
飛
（
旭
中
）

　
　
　
　
　
２
Ａ
北
浦
空
來
（
石
垣
中
）・
齋
藤
奏
（
春
江
中
）・
武
島
大
輔
（
鈴
ヶ
森
中
）
永
田
結
真
（
一
箕
中
）

　
　
　
　
　
　
　
土
師
昊
心
琉
（
新
北
野
中
）・
前
泊
創
登
（
西
原
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｂ
安
納
直
人
（
城
山
中
）
２
Ｃ
東
江
信
一
郎
（
嘉
数
中
）・
倉
持
友
輝
（
境
第
二
中
）

　
・
会
津
美
里
町
・
高
田
大
俵
引
き
　
参
加

　
　
　
　
　
１
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）・
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）・
三
村
朋
大
（
春
江
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｂ
猪
俣
翔
瑛
（
一
箕
中
）・
小
林
雄
陽
（
塩
川
中
）・
佐
藤
龍
斗
（
郡
山
五
中
）
德
田
竜
汰
（
宮
崎
中
）

　
　
　
　
　
　
　
山
本
優
太
（
杉
中
）・
渡
部
創
冬
（
猪
苗
代
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗
（
若
松
原
中
）・
太
田
倖
聖
（
荻
窪
中
）
木
村
大
珠
（
歌
島
中
）・
田
原
一
聖
（
具
志
川
中
）

　
　
　
　
　
　
　
永
井
真
斗
（
河
東
学
園
中
）・
矢
内
宇
飛
（
旭
中
）

　
・
会
津
坂
下
町
・
大
俵
引
き
　
参
加

　
　
　
　
　
２
Ａ
北
浦
空
來
（
石
垣
中
）・
齋
藤
奏
（
春
江
中
）・
髙
橋
柊
音
（
喜
多
方
三
中
）
武
島
大
輔
（
鈴
ヶ
森
中
）

　
　
　
　
　
　
　
土
師
昊
心
琉
（
新
北
野
中
）・
藤
井
聡
也
（
世
田
谷
中
）・
前
泊
創
登
（
西
原
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｂ
兼
子
大
夢
（
湯
川
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｃ
秋
山
北
斗
（
塩
川
中
）・
東
江
信
一
郎
（
嘉
数
中
）・
神
林
優
（
河
東
中
）
倉
持
友
輝
（
境
第
二
中
）

　
　
　
　
　
　
　
永
井
綾
真
（
河
東
中
）・
新
田
虎
大
（
天
理
北
中
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
男
子
　
第
３
位

　
　
　
　
　
会
津
地
区
　
優
秀
選
手
賞
　
３
Ｄ
　
　
安
川
　
　
悠
人
　（
若
松
四
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

　
・
令
和
五
年
度
　
全
会
津
高
等
学
校
　
春
季
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
個
人
戦
　
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
川
口
陽
輝
（
若
松
一
中
）
ペ
ア

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会
　
個
人
戦
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
川
口
陽
輝
（
若
松
一
中
）
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
戦
　
第
５
位

　
・
第
七
十
六
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会
　
個
人
戦
　
　
第
３
位

　
　
　
　
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
川
口
陽
輝
（
若
松
一
中
）
ペ
ア

　
・
第
十
九
回
　
福
島
県
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

　
　
　
　
　
会
津
地
区
予
選
会
　
優
勝
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
）

　
2
0
２
3
年
度
　
部
活
動
＆
同
好
会
　
活
動
実
績
（
一
部
抜
粋 

）

夏の甲子園県大会 会津初のベスト４! !

● 野球部 
　　 全国高等学校野球選手権
　　 福島県大会 準決勝進出！！
● 特設ボクシング部
　　 全国大会フライ級 第５位入賞！！
● 今年も各部で好成績続く
● ４年ぶり開催の北嶺祭も大成功

学校行事や部活動、資格取得や進路活動など今年も各方面で北嶺生が大活躍 !!

富山君ロッテ入団

北嶺祭 2023 開催

県大会出場続々

カナダ海外研修

地
元
に
夢
を
与
え
た
北
嶺
球
児
‼

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会

　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

　
・
第
七
十
三
回
　
全
会
津
総
合
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
準
優
勝
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

　
・
第
六
十
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

　
　
　
　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
　
ベ
ス
ト
８ 

　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

　
　
・
令
和
五
年
度
　
第
六
十
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
ベ
ス
ト
１
６

　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
１
６
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

特
設
ボ
ク
シ
ン
グ
部

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　
　
　
　
　
フ
ラ
イ
級
　
優
勝
　
３
Ｃ
神
﨑
烈
（
高
田
中
）

　
・
令
和
五
年
度
　
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　
　
　
　
　
男
子
１
部
　
フ
ラ
イ
級
　
第
３
位
　
３
Ｃ
神
﨑
烈
（
高
田
中
）

　
・
令
和
五
年
度 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
大
会

　
　
　
　
　
第
七
十
七
回 

全
国
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
フ
ラ
イ
級
　
第
５
位
　
３
Ｃ
神
﨑
烈
（
高
田
中
）

自
動
車
部

　
・
２
０
２
３
　
Ｅ
ｎ
ｅ
ー
１

　
　
　
　
　
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｉ 

Ｇ
Ｐ 

㏌ 

モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
も
て
ぎ
　
レ
ー
ス
出
場

　
・
第
四
十
四
回
　
子
ど
も
祭
り
　
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
広
場
　
　
展
示 

・ 

説
明
ス
タ
ッ
フ

ハ
ン
ド
ベ
ル
部 

＆ 

Ｊ
ｏ
ｙ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ（
聖
書
研
究
会
）

　
・
若
松
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

　
　
　
　
　
第
三
回
　
家
族
介
護
者
交
流
会
　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
㏌
　
會
津
稽
古
堂

　
・
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

㏌ 

恵
泉
会
津
チ
ャ
ペ
ル

　
・
フ
ル
ー
テ
ィ
ア
ふ
く
し
ま
　
フ
ィ
ナ
ー
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
特
別
演
奏 

㏌ 

会
津
若
松
駅

　
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
㏌
　
小
野
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　
・
令
和
五
年
度
　
会
津
支
援
学
校
・
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校

　
　
　
　
　
合
同
文
化
祭
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
１
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
） ・ 

１
Ａ
下
平
結
愛
（
若
松
三
中
）

　
　
　
　
　
１
Ａ
野
口
侑
楽
（
若
松
一
中
） ・ 

１
Ａ
船
田
雪
華
（
若
松
一
中
）
２
Ｂ
五
十
嵐
李
音
（
若
松
三
中
） 

　
　
　
　
　
２
Ｂ
坂
上
柊
（
若
松
一
中
）
２
Ｂ
玉
川
夢
斗
（
下
郷
中
） ・ 

２
Ｂ
手
代
木
稜
来
（
若
松
三
中
）

　
・
第
二
十
一
回
　
会
津
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
１
Ａ
野
口
侑
楽
（
若
松
一
中
） ・ 

１
Ａ
舟
木
彩
夏
（
若
松
一
中
）
１
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
） 

　
　
　
　
　
１
Ａ
船
田
雪
華
（
若
松
一
中
）
１
Ａ
下
平
結
愛
（
若
松
三
中
） ・ 

２
Ａ
五
十
嵐
小
晴
（
高
田
中
）

　
　
　
　
　
２
Ａ
齋
藤
思
瑚
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
齋
藤
凛
　（
北
会
津
中
）
２
Ａ
中
島
妃
香
（
若
松
一
中
） 

　
　
　
　
　
２
Ｂ
安
部
雛
乃
（
若
松
四
中
）
２
Ｂ
小
林
陽
菜
（
北
会
津
中
） ・ 

２
Ｂ
佐
藤
梨
央
（
一
箕
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｂ
鈴
木
心
奈
（
若
松
四
中
） ・ 

２
Ｂ
鈴
木
姫
渚
（
若
松
五
中
）

　
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
宮
城
県

　
　
　
　
　
２
Ｂ
遠
藤
寛
人
（
一
箕
中
）　
　

　
　
　
　
　
３
Ａ
猪
俣
知
也
（
北
会
津
中
）

　
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
東
北
教
区
夏
季
中
高
生
・
青
年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
３
Ａ
初
谷
海
天
（
本
郷
中
）

　
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
関
東
教
区
　
　
十
日
町
雪
堀
り
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
１
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
）・
小
野
雪
菜
（
若
松
三
中
）・
小
山
晃
（
若
松
三
中
）

　
　
　
　
　
　
　
西
間
木
伶
深
（
若
松
三
中
）・
野
口
侑
楽
（
若
松
一
中
）

科
学
探
究
部

　
・
令
和
五
年
度
ロ
ボ
コ
ン
ｉ
ｎ
あ
い
づ
　
参
加
　
部
門
賞
受
賞

漫
画
ア
ニ
メ
同
好
会

　
・
第
三
十
二
回
　
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大
会
（
ま
ん
が
甲
子
園
）　
予
選
出
場

　
・
令
和
五
年
度
　
特
撮
文
化
推
進
事
業
実
行
委
員
会
事
業

　
　
　
　
　
特
撮
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
参
加

　
・
会
津
若
松
市
役
所
　
庁
舎
建
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　とんでもない１日だった――これは参加した全員の感想ではなかったろうか。昨年１２月に開催された４年ぶりの文化祭
「北嶺祭」は限定開催とはいえ、実行委員の綿密な計画や見事な進行、趣向を凝らした有志発表によって大成功を収め、
本校の１００周年に相応しい行事となった。生徒主体で行われた奇跡のイベントを支えた３名を招き、今の思いを聞いた――

　どのような思いで実行委員を務めましたか？ 　高橋：コロナの影響で１年前に延期されていたので今度こそ必ず実現したいと
いう思いで取り組みました。最も意識したのが卒業生される先輩方にとっての「高校時代の最後で最高の思い出づくりに
したい」という事でした。中島：初期の実行委員の話し合いでその話題が出て、行事全体の方向性が決まったと思います。
高橋：ただ、北嶺全体で楽しめなければ最高の思い出にならないという事で、全校生が楽しめる企画を検討しました。
船田：全体的な企画のアイディアを出して下さったのは妃香先輩でした。指示役は基本的に会長が務め、私達はそれ
を信じて行動するという感じでした。
　実行委員の連携はうまくいきましたか？ 　高橋：３０名近くの実行委員のまとめ方にはやはり苦労しました。行事への思い入
れが強い分、それぞれ意見がありましたから。 船田：お互いの連絡は実行委員専用のｌｉｎｅを作って常に全員で情報
共有していました。報告や指示などもそこで行っていました。　
　開会式の動画も素晴らしい出来でしたね？ 　船田：あれも妃香先輩の発案だったと思います。 中島：普段ＹｏｕＴｕｂｅやＴｉ
ｋｔｏｋで回ってくる他県の学校の動画が格好いいなと思っていたので挑戦しました。撮影は実行委員みんなで協力して
１カ月以上かけました。皆さんに喜んで頂けて良かったです。 高橋：役者のように演技が上手かったり、ＮＧ続きの子が
いたりと個性的でしたが楽しんで撮影しました。
　スマホとＱＲコードを使った行事も驚かされました。 　高橋：スマホについては思い出にステージ発表の動画や写真を撮りたい
という声が多かったので特別に行事中の利用を許可して頂きました。 中島：利用できるならスマホを行事に利用しようと
考え、スマホとＱＲコードを使った謎解きイベントを思い付きました。  船田：生徒だけでなく先生方も参加して楽しんで
頂ける動きのある行事にしたかったのでとても良いアイディアだったと思います。
　北嶺祭当日はどんな思いでしたか？ 　高橋：開会式の実行委員長の挨拶で全校生の前に立った瞬間、「俺達すごい事した
んだな……」と胸に来るものがありました。 中島：特に午後にステージで行われた有志発表の会場の一体感がすごかっ
たです。想像を超える盛り上がりで、頑張ってきた甲斐があったと思いました。スマホのライトを使って歌い手を応援して
いる様子もとても綺麗で感動しました。  船田：いろんな人の笑顔が見られたのはやっぱり幸せで達成感がありました。
みんなが同じ方向を向いているっていう感じがして、本当に笑顔であふれていました。 高橋：何より全校のみんなが楽し
んでくれて良かったっていう気持ちが大きかったです。ほっとしました。
　行事を終えてしばらく経ちました。今の感想は？ 　中島：正直、あそこまで完成度の高い行事を本当に自分達がやったのかな？
とふわふわした夢のような感覚になっていますが、青春にコロナ禍の影響をぶつけられた私達だからこそ、物事に全力
になる事がこんなに素敵なんだというのを示せて嬉しかったです。  船田：私は、「誇り」でしょうか。自分は北嶺生なんだっ
ていう誇りのようなものが芽生えました。あの雰囲気を作ったのは自分達なんだって。「北嶺に入って良かった」と語って
くれた友人もいました。 高橋：何というか、「可能性」を見た気がしています。北嶺生の秘めた可能性を感じたというか、
自信になりました。
　最後に一言ずつお願いします。 　船田：行事の成功はみんなの協力があったからこそです。最高に感動しました。 中島：後
日談になりますが教頭先生が「今までで一番良い文化祭だった。ありがとう」と仰って下さった時には涙が出そうでした。
このような機会を頂けた事に感謝したいです。 高橋：クイズや謎解き企画、歌にダンスにボイパにコスプレと、どの出し
物も皆さんが楽しんで参加して下さったおかげで、自画自賛になって少し恥ずかしいですが、本校の歴史に刻まれるよう
な素晴らしい行事にできたと思います。ご協力頂いた皆さん、本当にありがとうございました。

北嶺祭2023
～実行委員インタビュー～

   写真左から
　 副実行委員長　2A 中島　妃香（若松一中）
　 実 行 委 員 長　2A 高橋　柊音（喜多方三中）
 　実 行 委 員　1A 船田　雪華（若松一中）

会津北嶺だより 会津北嶺だより（3）2024（令和 6 年） 2024（令和 6 年））（２）



　とんでもない１日だった――これは参加した全員の感想ではなかったろうか。昨年１２月に開催された４年ぶりの文化祭
「北嶺祭」は限定開催とはいえ、実行委員の綿密な計画や見事な進行、趣向を凝らした有志発表によって大成功を収め、
本校の１００周年に相応しい行事となった。生徒主体で行われた奇跡のイベントを支えた３名を招き、今の思いを聞いた――

　どのような思いで実行委員を務めましたか？ 　高橋：コロナの影響で１年前に延期されていたので今度こそ必ず実現したいと
いう思いで取り組みました。最も意識したのが卒業生される先輩方にとっての「高校時代の最後で最高の思い出づくりに
したい」という事でした。中島：初期の実行委員の話し合いでその話題が出て、行事全体の方向性が決まったと思います。
高橋：ただ、北嶺全体で楽しめなければ最高の思い出にならないという事で、全校生が楽しめる企画を検討しました。
船田：全体的な企画のアイディアを出して下さったのは妃香先輩でした。指示役は基本的に会長が務め、私達はそれ
を信じて行動するという感じでした。
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ｋｔｏｋで回ってくる他県の学校の動画が格好いいなと思っていたので挑戦しました。撮影は実行委員みんなで協力して
１カ月以上かけました。皆さんに喜んで頂けて良かったです。 高橋：役者のように演技が上手かったり、ＮＧ続きの子が
いたりと個性的でしたが楽しんで撮影しました。
　スマホとＱＲコードを使った行事も驚かされました。 　高橋：スマホについては思い出にステージ発表の動画や写真を撮りたい
という声が多かったので特別に行事中の利用を許可して頂きました。 中島：利用できるならスマホを行事に利用しようと
考え、スマホとＱＲコードを使った謎解きイベントを思い付きました。  船田：生徒だけでなく先生方も参加して楽しんで
頂ける動きのある行事にしたかったのでとても良いアイディアだったと思います。
　北嶺祭当日はどんな思いでしたか？ 　高橋：開会式の実行委員長の挨拶で全校生の前に立った瞬間、「俺達すごい事した
んだな……」と胸に来るものがありました。 中島：特に午後にステージで行われた有志発表の会場の一体感がすごかっ
たです。想像を超える盛り上がりで、頑張ってきた甲斐があったと思いました。スマホのライトを使って歌い手を応援して
いる様子もとても綺麗で感動しました。  船田：いろんな人の笑顔が見られたのはやっぱり幸せで達成感がありました。
みんなが同じ方向を向いているっていう感じがして、本当に笑顔であふれていました。 高橋：何より全校のみんなが楽し
んでくれて良かったっていう気持ちが大きかったです。ほっとしました。
　行事を終えてしばらく経ちました。今の感想は？ 　中島：正直、あそこまで完成度の高い行事を本当に自分達がやったのかな？
とふわふわした夢のような感覚になっていますが、青春にコロナ禍の影響をぶつけられた私達だからこそ、物事に全力
になる事がこんなに素敵なんだというのを示せて嬉しかったです。  船田：私は、「誇り」でしょうか。自分は北嶺生なんだっ
ていう誇りのようなものが芽生えました。あの雰囲気を作ったのは自分達なんだって。「北嶺に入って良かった」と語って
くれた友人もいました。 高橋：何というか、「可能性」を見た気がしています。北嶺生の秘めた可能性を感じたというか、
自信になりました。
　最後に一言ずつお願いします。 　船田：行事の成功はみんなの協力があったからこそです。最高に感動しました。 中島：後
日談になりますが教頭先生が「今までで一番良い文化祭だった。ありがとう」と仰って下さった時には涙が出そうでした。
このような機会を頂けた事に感謝したいです。 高橋：クイズや謎解き企画、歌にダンスにボイパにコスプレと、どの出し
物も皆さんが楽しんで参加して下さったおかげで、自画自賛になって少し恥ずかしいですが、本校の歴史に刻まれるよう
な素晴らしい行事にできたと思います。ご協力頂いた皆さん、本当にありがとうございました。
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～実行委員インタビュー～

   写真左から
　 副実行委員長　2A 中島　妃香（若松一中）
　 実 行 委 員 長　2A 高橋　柊音（喜多方三中）
 　実 行 委 員　1A 船田　雪華（若松一中）
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け
て
は
、
野
球
部
の

先
生
や
指
導
者
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
助
言

を
頂
き
な
が
ら
対
策
を
行
っ
た
。

　
こ
う
し
て
合
格
す
る
事
が
で
き
た
今
、

支
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て

も
し
き
れ
な
い
思
い
が
あ
る
。
私
は
高
校

野
球
が
大
好
き
だ
。
今
度
は
大
学
で
教

員
免
許
を
取
り
、
指
導
者
と
し
て
本
校

に
戻
り
た
い
と
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
三
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

何
事
に
も
頑
張
る
姿
勢
で

三
年
Ａ
組

佐
原
　
　
心

　
　（
会
北
中
）

　
高
校
一
年
の
頃
か
ら
教
員
に
な
る
こ
と

を
志
望
し
て
い
た
私
は
、
教
育
面
で
優
れ

た
実
績
を
持
つ
大
学
へ
の
進
学
を
検
討
し

た
結
果
、
玉
川
大
学
の
受
験
を
決
め
た
。

教
育
者
が
創
立
し
た
大
学
と
い
う
こ
と
も

あ
り
国
内
で
特
に
教
員
養
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
大
学
だ
か
ら
だ
。

　
推
薦
入
試
に
向
け
て
は
ま
ず
普
段
の
定

期
テ
ス
ト
で
良
い
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ

う
努
め
、
資
格
試
験
で
も
英
検
を
は
じ

め
様
々
な
資
格
に
挑
戦
し
て
き
た
。
結
果

的
に
英
検
二
級
や
漢
検
準
二
級
に
合
格
で

き
た
事
で
自
分
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う

自
信
に
な
っ
た
。

　
玉
川
大
学
　
文
学
部
　
　
　
　
合
格

　
成
績
や
資
格
以
外
で
は
学
級
委
員
長

も
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
毎
日
の
号
令
や
学

校
行
事
に
向
け
た
ク
ラ
ス
議
事
の
ま
と
め

役
等
を
担
当
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
ま
で

重
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い

が
、
将
来
教
員
を
目
指
す
上
で
集
団
を

ま
と
め
る
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
試
験
が
近
付
く
と
面
接
対
策
の
た
め
に

多
く
の
先
生
方
に
ご
協
力
頂
い
て
、
ど
ん

な
質
問
が
来
て
も
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
何
度
も
練
習
を
行
っ
た
。
大
学
に

提
出
す
る
志
望
動
機
書
等
の
作
成
で
は

記
述
内
容
の
検
討
を
繰
り
返
し
行
い
、

長
所
を
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
験
当
日
に
練

習
の
成
果
を
出
し
無
事
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
こ
う
し
て
受
験
を
終
え
、
今
は
新
生

活
の
準
備
や
高
校
の
学
習
内
容
の
復
習
を

行
っ
て
い
る
。
春
か
ら
の
大
学
生
活
で
は

教
員
を
目
指
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
都
会
で

生
活
す
る
中
で
多
く
の
人
々
と
交
流
し
、

将
来
社
会
に
出
る
上
で
必
要
な
経
験
を

得
て
い
き
た
い
。

資
格
所
得
者
者
の
声

合
格
・
内
定
者
の
声

三
年
Ｄ
組

宮
本
　
颯
太

（
堺
市
三
国
丘
中
）

　
就
職
に
向
け
た
努
力
と
い
っ
て
最
初

に
思
い
出
す
の
が
履
歴
書
の
作
成
だ
。Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
就
職
に
こ
だ
わ
る
理
由
や

自
身
の
魅
力
を
ど
う
生
か
し
、
ど
う
企

業
に
貢
献
す
る
か
、
ど
れ
だ
け
思
い
が

強
い
か
を
限
ら
れ
た
枠
の
中
に
収
め
る

の
に
、
本
当
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
。
特

に
野
球
部
を
通
し
て
経
験
し
た
喜
怒
哀

楽
や
様
々
な
出
来
事
を
わ
ず
か
数
行
で

簡
潔
に
ま
と
め
る
と
い
う
の
は
も
は
や

不
可
能
に
近
い
作
業
だ
っ
た
。

　
大
企
業
を
相
手
に
他
県
の
高
校
生
や

大
学
生
と
内
定
を
争
う
形
に
な
っ
た
私

が
考
え
た
の
は
「
頭
脳
で
は
な
く
面
接

で
勝
負
し
、
全
力
で
熱
意
を
伝
え
よ
う
」

と
い
う
事
だ
っ
た
。
自
身
の
長
所
短
所

は
分
か
る
。
そ
れ
な
ら
長
所
を
伸
ば
し

て
訴
え
る
べ
き
、
そ
う
考
え
た
の
だ
。

早
速
、
あ
ら
ゆ
る
先
生
に
お
願
い
し
て

時
間
を
取
っ
て
頂
き
、
文
字
通
り
必
死

に
面
接
練
習
を
重
ね
た
。

　
試
験
当
日
に
出
題
さ
れ
た
課
題
作
文

の
テ
ー
マ
は
「
入
社
後
に
や
り
た
い
事
」

だ
っ
た
。
練
習
を
続
け
る
中
で
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
た
の
で
、
そ
の
思

い
を
詰
め
込
ん
だ
文
章
を
書
い
た
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
個
別
面
接
も
同
様
に
、
と
に
か
く

胸
を
張
り
、
最
後
ま
で
自
分
の
良
さ
を

出
す
よ
う
心
が
け
た
。

　
内
定
を
知
っ
た
瞬
間
、
思
わ
ず
飛
び

跳
ね
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に

自
分
を
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
で
心
が
一
杯
に
な
っ
た
。

　
新
し
い
環
境
で
も
持
ち
前
の
明
る
さ

を
発
揮
し
て
前
向
き
に
仕
事
に
励
ん
で

い
き
た
い
。

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
た
就
活

　
武
州
製
薬
株
式
会
社
　
内
定

三
年
Ｂ
組

田
中
　
優
衣

　（
若
松
六
中
）

　
こ
の
度
、
志
望
す
る
武
州
製
薬
株
式

会
社
か
ら
の
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
た
。

私
が
就
職
を
考
え
た
の
は
少
し
遅
く
、
三

年
生
の
夏
休
み
直
前
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

ほ
ど
ほ
ど
な
生
活
し
か
送
っ
て
お
ら
ず
、

今
振
り
返
る
と
危
機
感
が
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
無
か
っ
た
と
思
う
。

　
し
か
し
就
職
す
る
と
決
め
、
志
望
企

業
を
決
定
し
た
日
か
ら
、
面
接
練
習
の
な

い
日
で
も
自
主
的
に
練
習
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
最
初
は
、
喋
る
の
が
速
い
、
姿

勢
が
悪
い
、
声
か
小
さ
い
等
、
直
す
べ
き

点
を
数
多
く
指
摘
さ
れ
、
そ
の
度
に
自

分
が
情
け
な
く
な
っ
た
程
だ
っ
た
。
た
だ
、

そ
の
事
で
逆
に
自
分
の
思
い
に
火
が
付
き
、

こ
の
練
習
の
成
果
を
本
番
で
発
揮
し
よ
う

と
全
て
を
暗
記
す
る
程
、
繰
り
返
し
練

習
を
続
け
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、

気
が
付
く
と
ど
の
質
問
に
も
ほ
ぼ
完
璧
に

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
実
際
、
本
番
で
は
あ
ま
り
緊
張
す
る

事
な
く
話
す
事
が
で
き
、
無
事
内
定
を

頂
け
た
。

　
今
回
の
内
定
は
い
つ
も
側
で
支
え
て
下

さ
っ
た
先
生
や
友
人
の
お
陰
だ
。
何
度
も

挫
け
そ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
度
に
何
度

で
も
励
ま
し
て
く
れ
る
人
達
が
い
た
。
こ

の
内
定
は
自
分
一
人
で
は
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
分
、
周
り

の
色
々
な
方
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
働
い
て
い
き
た
い
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

　
本
校
に
入
学
し
た
頃
の
私
は
将
来
の
進

路
活
動
に
生
か
す
為
、
受
験
で
き
る
資
格

に
何
で
も
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の

後
、
授
業
等
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
資
格

を
取
得
し
て
い
く
内
に
、
多
く
の
工
業
系

資
格
に
合
格
す
る
事
で
受
け
ら
れ
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」
の
存

在
を
知
り
、
そ
の
受
彰
が
大
き
な
目
標
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　
取
得
し
た
資
格
の
中
で
も
特
に
苦
労
し

た
の
が
英
会
話
の
聞
き
取
り
能
力
や
工
業

技
術
英
語
の
表
現
力
が
問
わ
れ
る
リ
ス
ニ

ン
グ
英
語
検
定
一
級
だ
っ
た
。

　
以
前
か
ら
英
語
が
苦
手
で
、
ど
う
勉

強
す
れ
ば
良
い
か
よ
く
分
か
ら
な
い
所
が

あ
っ
た
が
、
担
当
教
科
の
先
生
と
相
談
し
、

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
「
す

ら
ら
」
を
使
っ
て
正
確
な
発
音
や
文
法
の

説
明
を
繰
り
返
し
聴
く
事
で
少
し
ず
つ
対

策
を
進
め
、
何
と
か
合
格
で
き
た
。
解
答

時
に
長
時
間
タ
イ
ピ
ン
グ
を
続
け
た
事

も
、
後
の
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定
の
取
得
に
繋

が
っ
た
と
思
う
。

　
こ
う
し
て
高
校
生
活
を
か
け
て
よ
う
や

く
目
標
達
成
で
き
た
事
で
、
私
な
り
に
自

信
を
得
る
事
が
で
き
た
。
し
か
し
ま
だ
取

得
し
て
い
な
い
工
業
系
資
格
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
資

格
に
挑
み
、
常
に
自
分
の
実
力
向
上
に
努

め
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が

け
た
い
。 　

日
産
自
動
車
株
式
会
社
　
内
定

２
6
6

2
621

3
84

8
9

9
0

1
3555

6
6

3
6

3
0

3
4

3
4

3
4

1
6
0

1
3
5

1
0
26

何
事
に
も
努
力
す
る
姿
勢
で

三
年
Ｄ
組

滝
澤
　
龍
翔

　
　（
高
田
中
）

　
私
が
入
学
し
た
頃
の
成
績
は
ク
ラ
ス
の

真
ん
中
位
だ
っ
た
。
し
か
し
二
学
年
に
進

級
す
る
頃
、
こ
れ
で
は
希
望
進
路
を
実
現

で
き
な
い
と
考
え
、
定
期
考
査
や
授
業
へ

の
取
り
組
み
方
を
意
識
的
に
変
え
て
み
た

と
こ
ろ
、成
績
上
位
に
入
る
事
が
で
き
た
。

ま
た
そ
の
頃
、
私
は
卒
業
後
に
ト
ヨ
タ
自

動
車
で
働
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
国
内
の
代
表
的
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

勤
め
、
高
品
質
な
製
品
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。。

　
三
年
に
進
級
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

志
望
企
業
へ
の
履
歴
書
を
作
成
す
る
事
に

な
っ
た
。
文
字
を
綺
麗
に
書
く
の
が
あ
ま

り
得
意
な
方
で
は
な
い
私
は
就
職
活
動
で

一
番
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
苦
労
し
た
が
内

定
に
向
け
た
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
書
き

終
え
る
事
が
で
き
た
。

　
入
社
試
験
は
学
科
試
験
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
と

面
接
だ
っ
た
。
非
言
語
分
野
の
数
学
の
問

題
は
元
々
得
意
教
科
な
事
も
あ
っ
て
あ
ま

り
苦
労
し
な
か
っ
た
が
、
言
語
分
野
は
漢

字
の
読
み
書
き
や
文
章
の
主
述
関
係
、

長
文
読
解
な
ど
、
苦
手
な
問
題
が
多
く

問
題
集
に
長
時
間
向
か
う
事
に
な
っ
た
。

面
接
対
策
で
は
先
生
に
何
度
も
練
習
相

手
に
な
っ
て
頂
い
た
。

　
当
日
は
本
当
に
緊
張
し
た
が
、
将
来
の

夢
の
質
問
に
「
工
場
長
に
な
っ
て
み
せ
ま

す
」
と
答
え
る
な
ど
私
ら
し
さ
を
出
し
つ

つ
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
た
。

　
ま
も
な
く
始
ま
る
新
生
活
で
も
夢
の

達
成
に
向
け
て
何
事
に
も
頑
張
る
姿
勢
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
三
年
間
ご
指
導
頂
い
た
先
生
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　
　
内
定

2023年度（令和5年度）進路決定状況　（コース別）　2月上旬現在
○ 普通科 特別進学コース ○ 普通科 総合進学コース ○ 機械科 自動車コース

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就職

その他
合　計

2
18
１
1
1
０
0
0
23

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就職

その他
合　計

0
4
0
1
11
2
15
1
30

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就職

その他
合　計

0
11
0
2
19
3
25
2
62

実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
） 

名

日
本
漢
字
能
力
検
定（
漢
検
） 

名

実
用
数
学
技
能
検
定（
数
検
） 

名

危
険
物
取
扱
者
乙
種
 

名

リ
ス
ニ
ン
グ
英
語
検
定（
全
工
協
）

 

名

計
算
技
術
検
定
 

名

計
算
技
術
検
定（
全
工
協
） 

名

基
礎
製
図
検
定（
全
工
協
） 

名

日
検
ス
ピ
ー
ド
認
定
検
定
 

名

日
検
情
報
処
理
検
定
 

名

日
検
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定

 

名

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
 

名

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
 

名

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
技
術
検
定

 

名

研
削
砥
石（
自
由
）特
別
教
育
 

名

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
 

 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
ワ
ー
プ
ロ
 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
表
計
算
 

名

Ｐ
検
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定
 

名

三
級
自
動
車
整
備
士
 

名

　
※
昨
年
度
卒
業
生
の
取
得
者
数
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信
念
を
大
事
に
し
た
い
　

三
年
A
組

遠
藤
　
啓
悟

　（
若
松
一
中
）

　
入
学
当
初
の
私
に
と
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
志

望
大
学
の
候
補
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
二
年
時
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
短
期

留
学
に
参
加
し
た
事
が
き
っ
か
け
で
自
身

の
関
心
が
世
界
情
勢
や
政
治
・
宗
教
等

に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

国
際
色
豊
か
で
総
合
型
の
教
育
を
行
っ
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
な
ら
、
そ
う
し
た
学
習
や

研
究
を
専
門
的
に
行
え
る
と
考
え
、
受

験
を
決
意
し
た
。

　
国
際
基
督
教
大
学
　
教
養
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
格

長
所
を
武
器
に
挑
ん
だ
入
試

　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
　
内
定

◆ 

資
格
取
得
者
数 

◆

２
０
2
4
年
2
月
現
在

資
格
取
得
が
自
信
に三

年
Ｄ
組

瓜
生
　
蒼
空

　
　（
一
箕
中
）

　
面
接
練
習
と
共
に
受
験
対
策
と
し
て

取
り
組
ん
だ
の
が
キ
リ
ス
ト
教
や
世
界
情

勢
、
政
治
問
題
等
の
知
識
の
修
得
、
そ

し
て
英
語
力
の
強
化
だ
っ
た
。
レ
ポ
ー
ト

課
題
や
小
論
文
試
験
の
為
、
関
連
資
料

を
読
み
、
新
聞
や
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め

た
。
英
語
学
習
で
は
教
科
担
当
の
先
生

方
に
何
度
も
ご
指
導
を
頂
い
た
。

　
こ
う
し
て
十
分
な
対
策
を
行
っ
た
上
で

臨
ん
だ
本
番
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
当
日

は
緊
張
し
た
。
気
合
を
入
れ
る
為
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
入
っ
た
瞬
間
に
「
必
ず
こ
こ
に

入
学
し
て
や
る
！
」
と
心
の
中
で
叫
ん
だ

の
を
覚
え
て
い
る
。

　
合
格
を
知
っ
た
時
は
目
の
前
で
起
き
て

い
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
程
、
嬉
し
か
っ
た
。

　
今
思
う
と
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の

受
験
期
間
、
そ
し
て
三
年
間
だ
っ
た
。
支

え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
、
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。

　
ま
た
大
学
で
も
自
分
の
信
念
を
大
事
に

し
、
一つ
一つ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
な
が
ら

行
動
し
て
成
長
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

夢
に
繋
が
る
第
一
歩三

年
A
組

菅
　
　
修
希

　（
若
松
四
中
）

　
大
学
へ
の
進
学
を
意
識
し
て
、
私
は
高

校
一
年
の
頃
か
ら
地
元
に
あ
る
塾
に
通
っ

て
き
た
。
最
初
は
受
験
に
あ
ま
り
現
実
味

が
な
く
、
ま
だ
ま
だ
先
の
事
だ
と
軽
く
み

て
い
た
が
、
二
学
年
の
後
半
に
入
る
と
次

第
に
焦
り
を
感
じ
始
め
、
真
剣
に
過
去

問
の
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
三
学
年
に
進
級
す
る
と
高
校
で

の
受
験
対
策
が
本
格
化
し
、
塾
と
個
人

の
勉
強
に
加
え
、
教
科
を
担
当
さ
れ
て
い

る
先
生
に
直
接
指
導
し
て
頂
く
機
会
が

増
え
て
い
っ
た
。

　
会
津
大
学 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

合
格

　
志
望
校
合
格
を
叶
え
る
事
が
で
き
た

今
、
改
め
て
受
験
勉
強
を
振
り
返
り
、

最
も
役
立
っ
た
と
思
う
の
が
、
先
生
に
用

意
頂
い
た
入
試
の
予
想
問
題
を
解
き
、

全
体
の
採
点
と
解
説
を
し
て
頂
い
た
上

で
、
自
宅
で
復
習
を
行
う
動
き
を
繰
り

返
し
行
っ
た
事
だ
。
お
か
げ
で
自
分
が
ど

こ
を
ど
う
間
違
え
、い
か
に
解
け
ば
良
か
っ

た
の
か
を
冷
静
に
分
析
で
き
て
、
非
常
に

有
難
か
っ
た
。

　
私
に
は
夢
が
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
で
き

る
力
を
得
る
為
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を

考
え
た
時
、
会
津
大
学
へ
の
進
学
が
理
想

的
だ
っ
た
。
合
格
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
も
の
の
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
程
で

は
な
い
と
考
え
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
受

験
に
臨
む
の
が
私
一
人
だ
っ
た
ら
、
こ
こ

ま
で
努
力
す
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
私
を
導
い
て
く
れ
た
先
生
方
や
仲
間

達
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
次
は
指
導
者
と
し
て

三
年
C
組

辻
川
　
知
哉

（
小
岩
第
二
中
）

　
幼
い
頃
か
ら
野
球
に
励
ん
で
き
た
私
は

甲
子
園
出
場
の
夢
を
胸
に
、
本
校
に
入

学
し
た
。
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
最
初

は
自
衛
隊
を
希
望
し
て
い
た
が
、
遠
征
先

で
目
に
し
た
大
学
野
球
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
感
動
し
た
事
を
き
っ
か
け
に
大
学
進
学

を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
志
望
校
を
駿
河
台
大
学
の
法
学
部
に

決
め
た
の
は
、
野
球
部
が
東
京
新
大
学
の

一
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
ば
か
り
で
勢
い

が
あ
る
事
と
、
公
務
員
や
教
員
等
、
幅

広
い
進
路
を
選
択
で
き
る
か
ら
だ
。

　
駿
河
台
大
学
　
法
学
部         

合
格

　
今
ま
で
の
野
球
経
験
を
生
か
す
為
、
面

接
と
実
技
試
験
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で

受
験
す
る
事
を
決
め
た
。
野
球
部
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
社
会
人

の
方
と
接
し
て
き
た
の
で
、
面
接
で
苦
労

す
る
事
は
無
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
面
接

官
役
の
先
生
が
目
の
前
に
座
る
と
思
わ
ず

言
葉
に
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
放

課
後
、
先
生
方
に
相
手
に
な
っ
て
頂
き
、

何
度
も
練
習
を
行
っ
て
本
番
に
備
え
た
。

ま
た
実
技
試
験
に
向
け
て
は
、
野
球
部
の

先
生
や
指
導
者
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
助
言

を
頂
き
な
が
ら
対
策
を
行
っ
た
。

　
こ
う
し
て
合
格
す
る
事
が
で
き
た
今
、

支
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て

も
し
き
れ
な
い
思
い
が
あ
る
。
私
は
高
校

野
球
が
大
好
き
だ
。
今
度
は
大
学
で
教

員
免
許
を
取
り
、
指
導
者
と
し
て
本
校

に
戻
り
た
い
と
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
三
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

何
事
に
も
頑
張
る
姿
勢
で

三
年
Ａ
組

佐
原
　
　
心

　
　（
会
北
中
）

　
高
校
一
年
の
頃
か
ら
教
員
に
な
る
こ
と

を
志
望
し
て
い
た
私
は
、
教
育
面
で
優
れ

た
実
績
を
持
つ
大
学
へ
の
進
学
を
検
討
し

た
結
果
、
玉
川
大
学
の
受
験
を
決
め
た
。

教
育
者
が
創
立
し
た
大
学
と
い
う
こ
と
も

あ
り
国
内
で
特
に
教
員
養
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
大
学
だ
か
ら
だ
。

　
推
薦
入
試
に
向
け
て
は
ま
ず
普
段
の
定

期
テ
ス
ト
で
良
い
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ

う
努
め
、
資
格
試
験
で
も
英
検
を
は
じ

め
様
々
な
資
格
に
挑
戦
し
て
き
た
。
結
果

的
に
英
検
二
級
や
漢
検
準
二
級
に
合
格
で

き
た
事
で
自
分
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う

自
信
に
な
っ
た
。

　
玉
川
大
学
　
文
学
部
　
　
　
　
合
格

　
成
績
や
資
格
以
外
で
は
学
級
委
員
長

も
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
毎
日
の
号
令
や
学

校
行
事
に
向
け
た
ク
ラ
ス
議
事
の
ま
と
め

役
等
を
担
当
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
ま
で

重
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い

が
、
将
来
教
員
を
目
指
す
上
で
集
団
を

ま
と
め
る
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
試
験
が
近
付
く
と
面
接
対
策
の
た
め
に

多
く
の
先
生
方
に
ご
協
力
頂
い
て
、
ど
ん

な
質
問
が
来
て
も
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
何
度
も
練
習
を
行
っ
た
。
大
学
に

提
出
す
る
志
望
動
機
書
等
の
作
成
で
は

記
述
内
容
の
検
討
を
繰
り
返
し
行
い
、

長
所
を
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
験
当
日
に
練

習
の
成
果
を
出
し
無
事
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
こ
う
し
て
受
験
を
終
え
、
今
は
新
生

活
の
準
備
や
高
校
の
学
習
内
容
の
復
習
を

行
っ
て
い
る
。
春
か
ら
の
大
学
生
活
で
は

教
員
を
目
指
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
都
会
で

生
活
す
る
中
で
多
く
の
人
々
と
交
流
し
、

将
来
社
会
に
出
る
上
で
必
要
な
経
験
を

得
て
い
き
た
い
。

資
格
所
得
者
者
の
声

合
格
・
内
定
者
の
声

三
年
Ｄ
組

宮
本
　
颯
太

（
堺
市
三
国
丘
中
）

　
就
職
に
向
け
た
努
力
と
い
っ
て
最
初

に
思
い
出
す
の
が
履
歴
書
の
作
成
だ
。Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
就
職
に
こ
だ
わ
る
理
由
や

自
身
の
魅
力
を
ど
う
生
か
し
、
ど
う
企

業
に
貢
献
す
る
か
、
ど
れ
だ
け
思
い
が

強
い
か
を
限
ら
れ
た
枠
の
中
に
収
め
る

の
に
、
本
当
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
。
特

に
野
球
部
を
通
し
て
経
験
し
た
喜
怒
哀

楽
や
様
々
な
出
来
事
を
わ
ず
か
数
行
で

簡
潔
に
ま
と
め
る
と
い
う
の
は
も
は
や

不
可
能
に
近
い
作
業
だ
っ
た
。

　
大
企
業
を
相
手
に
他
県
の
高
校
生
や

大
学
生
と
内
定
を
争
う
形
に
な
っ
た
私

が
考
え
た
の
は
「
頭
脳
で
は
な
く
面
接

で
勝
負
し
、
全
力
で
熱
意
を
伝
え
よ
う
」

と
い
う
事
だ
っ
た
。
自
身
の
長
所
短
所

は
分
か
る
。
そ
れ
な
ら
長
所
を
伸
ば
し

て
訴
え
る
べ
き
、
そ
う
考
え
た
の
だ
。

早
速
、
あ
ら
ゆ
る
先
生
に
お
願
い
し
て

時
間
を
取
っ
て
頂
き
、
文
字
通
り
必
死

に
面
接
練
習
を
重
ね
た
。

　
試
験
当
日
に
出
題
さ
れ
た
課
題
作
文

の
テ
ー
マ
は
「
入
社
後
に
や
り
た
い
事
」

だ
っ
た
。
練
習
を
続
け
る
中
で
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
た
の
で
、
そ
の
思

い
を
詰
め
込
ん
だ
文
章
を
書
い
た
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
個
別
面
接
も
同
様
に
、
と
に
か
く

胸
を
張
り
、
最
後
ま
で
自
分
の
良
さ
を

出
す
よ
う
心
が
け
た
。

　
内
定
を
知
っ
た
瞬
間
、
思
わ
ず
飛
び

跳
ね
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に

自
分
を
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
で
心
が
一
杯
に
な
っ
た
。

　
新
し
い
環
境
で
も
持
ち
前
の
明
る
さ

を
発
揮
し
て
前
向
き
に
仕
事
に
励
ん
で

い
き
た
い
。

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
た
就
活

　
武
州
製
薬
株
式
会
社
　
内
定

三
年
Ｂ
組

田
中
　
優
衣

　（
若
松
六
中
）

　
こ
の
度
、
志
望
す
る
武
州
製
薬
株
式

会
社
か
ら
の
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
た
。

私
が
就
職
を
考
え
た
の
は
少
し
遅
く
、
三

年
生
の
夏
休
み
直
前
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

ほ
ど
ほ
ど
な
生
活
し
か
送
っ
て
お
ら
ず
、

今
振
り
返
る
と
危
機
感
が
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
無
か
っ
た
と
思
う
。

　
し
か
し
就
職
す
る
と
決
め
、
志
望
企

業
を
決
定
し
た
日
か
ら
、
面
接
練
習
の
な

い
日
で
も
自
主
的
に
練
習
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
最
初
は
、
喋
る
の
が
速
い
、
姿

勢
が
悪
い
、
声
か
小
さ
い
等
、
直
す
べ
き

点
を
数
多
く
指
摘
さ
れ
、
そ
の
度
に
自

分
が
情
け
な
く
な
っ
た
程
だ
っ
た
。
た
だ
、

そ
の
事
で
逆
に
自
分
の
思
い
に
火
が
付
き
、

こ
の
練
習
の
成
果
を
本
番
で
発
揮
し
よ
う

と
全
て
を
暗
記
す
る
程
、
繰
り
返
し
練

習
を
続
け
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、

気
が
付
く
と
ど
の
質
問
に
も
ほ
ぼ
完
璧
に

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
実
際
、
本
番
で
は
あ
ま
り
緊
張
す
る

事
な
く
話
す
事
が
で
き
、
無
事
内
定
を

頂
け
た
。

　
今
回
の
内
定
は
い
つ
も
側
で
支
え
て
下

さ
っ
た
先
生
や
友
人
の
お
陰
だ
。
何
度
も

挫
け
そ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
度
に
何
度

で
も
励
ま
し
て
く
れ
る
人
達
が
い
た
。
こ

の
内
定
は
自
分
一
人
で
は
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
分
、
周
り

の
色
々
な
方
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
働
い
て
い
き
た
い
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

　
本
校
に
入
学
し
た
頃
の
私
は
将
来
の
進

路
活
動
に
生
か
す
為
、
受
験
で
き
る
資
格

に
何
で
も
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の

後
、
授
業
等
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
資
格

を
取
得
し
て
い
く
内
に
、
多
く
の
工
業
系

資
格
に
合
格
す
る
事
で
受
け
ら
れ
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」
の
存

在
を
知
り
、
そ
の
受
彰
が
大
き
な
目
標
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　
取
得
し
た
資
格
の
中
で
も
特
に
苦
労
し

た
の
が
英
会
話
の
聞
き
取
り
能
力
や
工
業

技
術
英
語
の
表
現
力
が
問
わ
れ
る
リ
ス
ニ

ン
グ
英
語
検
定
一
級
だ
っ
た
。

　
以
前
か
ら
英
語
が
苦
手
で
、
ど
う
勉

強
す
れ
ば
良
い
か
よ
く
分
か
ら
な
い
所
が

あ
っ
た
が
、
担
当
教
科
の
先
生
と
相
談
し
、

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
「
す

ら
ら
」
を
使
っ
て
正
確
な
発
音
や
文
法
の

説
明
を
繰
り
返
し
聴
く
事
で
少
し
ず
つ
対

策
を
進
め
、
何
と
か
合
格
で
き
た
。
解
答

時
に
長
時
間
タ
イ
ピ
ン
グ
を
続
け
た
事

も
、
後
の
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定
の
取
得
に
繋

が
っ
た
と
思
う
。

　
こ
う
し
て
高
校
生
活
を
か
け
て
よ
う
や

く
目
標
達
成
で
き
た
事
で
、
私
な
り
に
自

信
を
得
る
事
が
で
き
た
。
し
か
し
ま
だ
取

得
し
て
い
な
い
工
業
系
資
格
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
資

格
に
挑
み
、
常
に
自
分
の
実
力
向
上
に
努

め
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が

け
た
い
。 　

日
産
自
動
車
株
式
会
社
　
内
定

２
6
6

2
621

3
84

8
9

9
0

1
3555

6
6

3
6

3
0

3
4

3
4

3
4

1
6
0

1
3
5

1
0
26

何
事
に
も
努
力
す
る
姿
勢
で

三
年
Ｄ
組

滝
澤
　
龍
翔

　
　（
高
田
中
）

　
私
が
入
学
し
た
頃
の
成
績
は
ク
ラ
ス
の

真
ん
中
位
だ
っ
た
。
し
か
し
二
学
年
に
進

級
す
る
頃
、
こ
れ
で
は
希
望
進
路
を
実
現

で
き
な
い
と
考
え
、
定
期
考
査
や
授
業
へ

の
取
り
組
み
方
を
意
識
的
に
変
え
て
み
た

と
こ
ろ
、成
績
上
位
に
入
る
事
が
で
き
た
。

ま
た
そ
の
頃
、
私
は
卒
業
後
に
ト
ヨ
タ
自

動
車
で
働
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
国
内
の
代
表
的
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

勤
め
、
高
品
質
な
製
品
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。。

　
三
年
に
進
級
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

志
望
企
業
へ
の
履
歴
書
を
作
成
す
る
事
に

な
っ
た
。
文
字
を
綺
麗
に
書
く
の
が
あ
ま

り
得
意
な
方
で
は
な
い
私
は
就
職
活
動
で

一
番
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
苦
労
し
た
が
内

定
に
向
け
た
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
書
き

終
え
る
事
が
で
き
た
。

　
入
社
試
験
は
学
科
試
験
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
と

面
接
だ
っ
た
。
非
言
語
分
野
の
数
学
の
問

題
は
元
々
得
意
教
科
な
事
も
あ
っ
て
あ
ま

り
苦
労
し
な
か
っ
た
が
、
言
語
分
野
は
漢

字
の
読
み
書
き
や
文
章
の
主
述
関
係
、

長
文
読
解
な
ど
、
苦
手
な
問
題
が
多
く

問
題
集
に
長
時
間
向
か
う
事
に
な
っ
た
。

面
接
対
策
で
は
先
生
に
何
度
も
練
習
相

手
に
な
っ
て
頂
い
た
。

　
当
日
は
本
当
に
緊
張
し
た
が
、
将
来
の

夢
の
質
問
に
「
工
場
長
に
な
っ
て
み
せ
ま

す
」
と
答
え
る
な
ど
私
ら
し
さ
を
出
し
つ

つ
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
た
。

　
ま
も
な
く
始
ま
る
新
生
活
で
も
夢
の

達
成
に
向
け
て
何
事
に
も
頑
張
る
姿
勢
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
三
年
間
ご
指
導
頂
い
た
先
生
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　
　
内
定

2023年度（令和5年度）進路決定状況　（コース別）　2月上旬現在
○ 普通科 特別進学コース ○ 普通科 総合進学コース ○ 機械科 自動車コース

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就職

その他
合　計

2
18
１
1
1
０
0
0
23

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就職

その他
合　計

0
4
0
1
11
2
15
1
30

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就職

その他
合　計

0
11
0
2
19
3
25
2
62

実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
） 

名

日
本
漢
字
能
力
検
定（
漢
検
） 

名

実
用
数
学
技
能
検
定（
数
検
） 

名

危
険
物
取
扱
者
乙
種
 

名

リ
ス
ニ
ン
グ
英
語
検
定（
全
工
協
）

 

名

計
算
技
術
検
定
 

名

計
算
技
術
検
定（
全
工
協
） 

名

基
礎
製
図
検
定（
全
工
協
） 

名

日
検
ス
ピ
ー
ド
認
定
検
定
 

名

日
検
情
報
処
理
検
定
 

名

日
検
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定

 

名

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
 

名

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
 

名

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
技
術
検
定

 

名

研
削
砥
石（
自
由
）特
別
教
育
 

名

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
 

 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
ワ
ー
プ
ロ
 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
表
計
算
 

名

Ｐ
検
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定
 

名

三
級
自
動
車
整
備
士
 

名

　
※
昨
年
度
卒
業
生
の
取
得
者
数
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部
活
動
の
声

次
は
頼
れ
る
先
輩
に

自
動
車
部
　
一
年
Ｃ
組

　
　
齋
藤
　
桜
良
（
若
松
四
中
）

感
動
と
達
成
感
の
一
年
間

二
年
Ａ
組

中
島
　
妃
香

　（
若
松
一
中
）

　「一
次
試
験
突
破
、
お
め
で
と
う
」「
日

本
に
戻
り
た
く
な
い
」「
伝
説
の
文
化
祭

に
し
よ
う
」
…
…

　走
馬
灯
の
よ
う
に
流
れ
る
瞬
間
が
い
く

つ
も
あ
り
、
強
い
感
動
や
達
成
感
に
包
ま

れ
続
け
た
一
年
だ
っ
た
。
た
だ
そ
の
一
方
、

大
い
な
る
光
に
大
い
な
る
影
が
伴
う
と
は

こ
の
事
か
と
思
う
程
、
こ
れ
ら
の
感
情
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
多
く
の
努
力
が
必
要

だ
っ
た
。
正
直
、
一
時
期
は
全
校
で
一
番

多
忙
だ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
っ
た

と
思
う
。

　中
で
も
二
学
期
が
特
別
だ
っ
た
。
英
語

検
定
二
級
の
受
験
、
カ
ナ
ダ
へ
の
海
外
研

修
、五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
文
化
祭「
北

嶺
祭
」
の
企
画
運
営
…
…
、
こ
れ
ら
を

同
時
に
進
め
、
ど
れ
も
満
足
ゆ
く
結
果
を

残
せ
た
の
は
奇
跡
的
だ
。

　学
習
面
で
は
英
語
に
力
を
入
れ
よ
う
と

決
め
、
書
く
だ
け
で
な
く
話
す
事
も
意
識

し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
英
語
科
の
先
生
に

指
導
し
て
頂
い
た
り
、
自
宅
で
英
語
が
得

意
な
母
に
会
話
の
コ
ツ
を
教
え
て
貰
っ
た
。

母
に
二
級
の
合
格
を
伝
え
ら
れ
た
時
は
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
い
う
思
い
で
一
杯
だ
っ

た
。
さ
ら
に
そ
の
ま
ま
翌
日
が
カ
ナ
ダ
へ

向
か
う
日
だ
っ
た
の
で
、
検
定
で
得
た
英

語
力
の
上
に
新
し
い
知
識
を
加
え
る
事
も

で
き
、楽
し
す
ぎ
て
帰
国
が
惜
し
い
程
だ
っ

た
。　学

習
以
外
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
本
校

で
コ
ロ
ナ
後
初
と
な
る
文
化
祭
を
決
行
で

き
た
事
が
嬉
し
か
っ
た
。
所
属
す
る
生
徒

会
役
員
の
力
を
合
わ
せ
、
先
生
方
の
お
力

を
あ
ま
り
お
借
り
す
る
事
な
く
最
後
ま
で

実
行
で
き
た
。

　連
日
の
よ
う
に
放
課
後
夜
遅
く
ま
で

残
っ
て
企
画
の
準
備
を
進
め
た
為
、
体
力

的
に
無
理
を
し
た
所
も
あ
っ
た
が
、
閉
会

式
を
無
事
に
終
え
た
時
に
会
場
の
体
育
館

が
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
瞬
間
、
心
か
ら

や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
最
高
の
気
分
に

浸
る
事
が
で
き
た
。

　本
当
に
濃
密
な
時
間
を
過
ご
せ
た
一
年

間
だ
っ
た
。
一
言
で
表
す
な
ら
、「
一
生
懸

命
は
カ
ッ
コ
良
い
」、
こ
れ
に
尽
き
る
最
高

の
年
だ
っ
た
。

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　私
は
こ
の
一
年
間
で
頑
張
っ
た
事
が
二
つ

あ
る
。
一つ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
。
い

く
つ
か
の
行
事
に
参
加
し
た
が
、
中
で
も

貴
重
な
経
験
を
し
た
の
が
町
の
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
、
小
学
生
対
象
の
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
の
手
伝
い
だ
っ
た
。

　参
加
者
が
幼
い
小
学
生
と
い
う
事
で
、

包
丁
の
使
い
方
や
野
菜
の
切
り
方
等
を
分

か
り
易
く
教
え
る
よ
う
に
心
が
け
、
ど
う

表
現
す
れ
ば
伝
わ
る
か
を
ず
っ
と
考
え
な

が
ら
行
動
し
た
。
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に

積
極
的
な
行
動
が
プ
ラ
ス
に

二
年
Ｂ
組

佐
藤
　
花
音

　（
若
松
四
中
）

交
流
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
達
も
自
然
に

笑
顔
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
私
も
笑
い

な
が
ら
教
え
て
い
た
。
最
後
に
作
っ
た
料

理
を
全
員
で
食
べ
、
笑
顔
の
中
で
活
動
を

終
え
る
事
が
で
き
た
。
相
手
に
教
え
る
難

し
さ
や
一
緒
に
物
事
に
取
り
組
む
楽
し
さ

を
味
わ
う
事
が
で
き
て
良
い
体
験
に
な
っ
た
。

　も
う
一
つ
が
、
ガ
ス
溶
接
試
験
だ
。
建

設
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
父
の
関
係

で
、
溶
接
と
い
う
言
葉
を
何
度
か
耳
に
し

た
事
が
あ
っ
た
の
で
、
先
生
の
お
誘
い
を

頂
い
た
時
に
良
い
機
会
だ
と
考
え
て
受
験

を
決
め
た
。

　講
習
会
で
は
今
ま
で
人
生
で
全
く
聞
い

た
事
の
な
い
専
門
用
語
の
数
々
を
必
死
に

覚
え
、
実
技
試
験
も
緊
張
し
な
が
ら
先

生
に
教
え
て
頂
い
た
通
り
作
業
を
行
っ
て
、

無
事
合
格
す
る
事
が
で
き
た
。

　積
極
的
な
行
動
が
良
い
結
果
に
繋
が
っ

た
一
年
だ
っ
た
の
で
、
四
月
か
ら
の
三
学
年

で
も
、
自
分
か
ら
進
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

　自
動
車
部
で
は
五
月
に
鶴
ヶ
城
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
の
展
示
や
本
校
機
械
科
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
等
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
の
自
動
車

部
の
活
動
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
の

が
、
昨
年
十
月
に
栃
木
県
の
サ
ー
キ
ッ
ト

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
も
て
ぎ
」
で
開
催

さ
れ
た
耐
久
レ
ー
ス
「
2
0
2
3
E
n
e

―
1
M
O
T
E
G
I 

G
P
」
へ
の
出
場

だ
っ
た
。

　出
場
マ
シ
ン
の
製
作
は
約
十
名
の
部
員

全
員
で
お
よ
そ
半
年
か
け
て
行
っ
た
。
大

会
が
近
付
く
に
つ
れ
て
、
本
番
に
間
に
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
増

し
、
作
業
に
ま
す
ま
す
熱
が
こ
も
っ
て
い
っ

た
。　私

も
製
作
の
終
盤
に
、
完
成
し
た
フ

レ
ー
ム
を
ボ
デ
ィ
ー
に
繋
げ
る
重
要
な
役

割
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ミ
ス
を
す

る
と
タ
イ
ヤ
が
う
ま
く
回
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
重
要
な
部
分
だ
っ
た
の
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
が
、
三
人
の
仲
間
と
協

力
し
て
や
り
遂
げ
る
事
が
で
き
た
。

　大
会
前
日
の
昼
頃
に
会
津
若
松
市
を

出
発
し
、
栃
木
県
で
夜
七
時
頃
か
ら
マ
シ

ン
の
調
整
を
行
っ
た
。
当
日
に
は
朝
五
時

に
宿
舎
を
出
発
、
会
場
で
最
終
点
検
を

行
っ
た
。
レ
ー
ス
開
始
は
昼
過
ぎ
で
、
二

十
三
の
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
。

走
行
開
始
。
ス
タ
ー
ト
も
良
く
、
二
周
を

終
え
た
時
点
で
四
位
。
こ
れ
は
良
い
展
開

だ
…
…
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
マ
シ
ン
が
突

然
走
行
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
モ
ー
タ
ー

ト
ラ
ブ
ル
だ
っ
た
。
三
周
目
の
、
無
念
の

リ
タ
イ
ア
。
あ
れ
だ
け
頑
張
っ
た
の
に
と
、

本
当
に
悔
し
か
っ
た
。

　後
日
、
大
会
を
振
り
返
り
な
が
ら
部

員
の
み
ん
な
と
一
緒
に
食
べ
た
焼
肉
の
味

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
で
「
次
だ
な
」

と
言
い
交
わ
し
な
が
ら
口
に
す
る
と
、
特

別
な
味
が
し
た
。
春
か
ら
は
新
入
部
員
を

迎
え
、
今
度
は
自
分
が
先
輩
と
し
て
迎
え

入
れ
る
番
に
な
る
。
良
き
先
輩
と
し
て
後

輩
達
を
支
え
た
い
。

吹
奏
楽
部
か
ら
応
援
団
に

応
援
団
　
一
年
A
組

　
　
下
平
　
結
愛
（
若
松
三
中
）

　私
達
応
援
団
の
主
な
活
動
は
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
行
わ
れ
る
野
球
部
の
公
式

戦
で
の
演
奏
だ
。
小
、
中
学
校
と
吹
奏

楽
部
の
部
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
私

は
、
高
校
で
も
音
楽
関
係
の
部
で
活
動
し

た
い
と
考
え
、
応
援
団
へ
の
入
部
を
決
め

た
。　だ

が
一
度
入
部
し
て
み
る
と
、
吹
奏
楽

と
応
援
の
為
の
音
楽
は
全
く
異
な
り
、
そ

の
感
覚
の
違
い
を
つ
か
め
ず
に
苦
労
す
る

事
に
な
っ
た
。
吹
奏
楽
は
細
か
な
表
現
に

重
き
を
置
く
が
、
応
援
は
ど
れ
だ
け
相
手

に
音
を
届
け
ら
れ
る
か
、
球
場
内
で
ど
れ

だ
け
仲
間
を
鼓
舞
で
き
る
か
が
重
要
に
な

る
。
演
奏
時
間
は
何
倍
も
長
く
、
演
奏

念
願
の
県
大
会
出
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　
二
年
Ｂ
組

　
　
佐
藤
　
梨
央
（
一
箕
中
）

　私
達
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
あ
ま
り
大
人

数
で
は
な
い
も
の
の
、
一
人
一
人
目
標
を

持
っ
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
お

互
い
に
教
え
合
い
、
男
女
や
学
年
関
係
な

場
所
も
快
適
な
屋
内
で
は
な
い
。
炎
天
下

で
あ
っ
た
り
、
小
雨
が
降
っ
て
き
た
り
、

時
に
は
風
で
楽
譜
が
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ

た
り
も
す
る
。

　そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
活
動

を
続
け
よ
う
と
思
え
る
の
は
、
自
分
達
が

応
援
し
た
試
合
に
勝
利
に
し
た
時
の
、
あ

の
瞬
間
の
気
持
ち
が
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら

だ
。
そ
れ
は
そ
れ
は
嬉
し
い
。
少
し
で
も

野
球
部
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
た
ら
と
思

う
。　応

援
団
に
入
り
、
人
を
応
援
す
る
楽

し
さ
や
嬉
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
知
る

事
が
で
き
た
。
今
で
は
応
援
団
の
仲
間
と

の
深
い
絆
も
あ
る
。

　こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
み
ん
な
に
力
強
い

応
援
を
送
り
続
け
た
い
。

く
、
協
力
し
な
が
ら
と
て
も
良
い
雰
囲
気

の
中
で
活
動
中
だ
。

　昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
新
人
戦
地

区
大
会
の
女
子
学
校
対
抗
戦
で
は
、
大

会
前
日
に
不
運
に
も
部
員
の
一
人
が
体
調

を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
対
抗
戦
に
は
最
低

五
名
の
参
加
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ
で
は

出
場
で
き
な
い
。
棄
権
す
る
他
な
い
か
と

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
そ
の
様

子
を
見
た
他
の
部
活
の
友
人
が
助
っ
人
と

し
て
の
参
加
を
申
し
出
て
く
れ
た
。
本
当

に
有
難
か
っ
た
。

　そ
し
て
何
と
か
迎
え
た
大
会
当
日
。
対

抗
戦
は
リ
ー
グ
戦
総
当
た
り
方
式
で
行

わ
れ
た
為
、
会
場
に
い
る
全
高
校
と
対
戦

す
る
形
に
な
っ
た
。
ど
の
学
校
も
強
豪
ば

か
り
で
一
点
、
一
ゲ
ー
ム
を
争
う
接
戦
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
不
慣
れ
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
臨
ん
で
く
れ
て
い
る
友
人
の
為
に
も
部

員
の
私
達
が
結
果
を
出
そ
う
と
、
全
力

で
試
合
に
臨
ん
だ
。
そ
し
て
仲
間
達
の
力

強
い
応
援
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
戦
っ
た

結
果
、
私
達
は
準
優
勝
を
果
た
し
、
念

願
の
県
大
会
出
場
を
叶
え
る
事
が
で
き

た
。　高

校
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
私

に
と
っ
て
県
大
会
出
場
は
一
番
の
目
標

だ
っ
た
。
そ
れ
を
個
人
戦
で
は
な
く
、チ
ー

ム
と
し
て
勝
ち
取
れ
た
事
が
嬉
し
く
、
頑

張
っ
て
く
れ
た
後
輩
達
へ
の
感
謝
の
思
い

で
一
杯
だ
っ
た
。

　残
り
半
年
程
で
私
達
の
学
年
は
部
活

動
の
引
退
を
迎
え
る
事
に
な
る
。
練
習
で

き
る
日
も
少
し
ず
つ
限
ら
れ
て
く
る
が
、

最
後
の
最
後
ま
で
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

今
度
は
男
女
全
員
で
県
大
会
に
出
場
を

果
た
し
た
い
。

　中
学
時
代
に
私
は
勉
強
に
あ
ま
り
力

を
入
れ
ず
、
部
活
動
も
柔
道
部
に
所
属

し
た
も
の
の
途
中
で
辞
め
、
中
途
半
端
に

終
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
過
去
を
後

悔
し
て
い
た
私
は
、
高
校
で
同
じ
よ
う
な

生
活
態
度
を
続
け
て
は
駄
目
だ
と
考
え
、

さ
ら
に
母
親
に
こ
れ
以
上
の
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
と
も
考
え
て
心
を
入
れ
替
え
、

ま
ず
は
普
段
の
授
業
を
大
切
に
す
る
よ
う

に
行
動
を
改
め
た
。

　具
体
的
に
は
後
で
復
習
し
や
す
い
よ
う

に
授
業
中
、
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
時

の
ノ
ー
ト
の
取
り
方
を
工
夫
し
た
。
初
め

は
慣
れ
な
か
っ
た
が
、
授
業
の
内
容
を
理

解
し
て
い
く
に
つ
れ
て
効
率
良
く
ノ
ー
ト

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
私
は
一
番
の

苦
手
科
目
の
克
服
が
自
信
に

主な指定校推薦の入試枠実績

同
盟
校

2023年度（令和5年度）進路決定状況（2月上旬現在）

特別進学コース概要 進路決定割合

日本大学
東海大学
帝京大学
神奈川大学
玉川大学
福島学院大学
奥羽大学
東京電機大学
城西大学
東北工業大学
医療創生大学
仙台白百合女子大学
東日本国際大学
新潟薬科大学
日本工業大学

・国際基督教大学
・青山学院大学
・桜美林大学
・東北学院大学
・宮城学院女子大学
・尚絅学院大学
・敬和学園大学
・聖学院大学
・山梨英和大学
・大阪女学院大学
・広島女学院大学

・平安女学院大学
・桃山学院大学
・西南学院大学
・東洋英和女学院大学
・長崎外国語大学
・活水女子大学
・稚内北星学園大学
・聖隷クリストファー大学
・沖縄キリスト教学院大学
・三育学院大学　　等

城西国際大学
東京福祉大学
文星芸術大学
多摩大学
東北文化学園大学
埼玉工業大学
作新学院大学
新潟産業大学
日本薬科大学
東北公益文科大学
長岡大学
石巻専修大学
関東学園大学
東京工芸大学
千葉科学大学

郡山女子大学
宇都宮共和大学
新潟リハビリテーション大学
静岡産業大学
金城学院大学
湘南工科大学
北翔大学
ノースアジア大学
ものづくり大学
中部学院大学
和光大学
愛知工業大学
北海道科学大学
日本経済大学
足利大学　 など多数

麻布大学
文京学院大学

八戸工業大学
秀明大学

星槎道都大学
江戸川大学

国公立大学
9%

専門学校
4%私立短期

4%

私立大学
79%

一
年
B
組

五
十
嵐
　
功

　（
若
松
一
中
）

国公立短大
4%

　高
校
に
入
学
し
て
も
う
す
ぐ
一
年
が
経

つ
。
今
は
も
う
一
年
か
と
い
う
思
い
と
、
一

年
間
そ
れ
な
り
に
頑
張
れ
た
か
な
と
い
う

思
い
の
両
方
だ
。

　入
学
し
て
す
ぐ
の
私
は
と
て
も
緊
張
し

て
い
た
。
同
じ
中
学
校
か
ら
入
学
し
た
子

も
何
人
か
い
た
が
、
大
半
は
会
う
の
が
初

め
て
だ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
性
格
か
分
か

ら
ず
、
い
つ
も
相
手
の
様
子
を
探
る
よ
う

な
視
線
を
送
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
何

だ
か
真
面
目
す
ぎ
て
関
わ
り
辛
そ
う
な
子

ば
か
り
の
ク
ラ
ス
だ
な
と
感
じ
て
い
た
の

は
、
思
え
ば
お
互
い
に
そ
う
し
た
視
線
を

今
度
は
頼
れ
る
先
輩
に

送
り
合
っ
て
い
た
せ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
緊

張
関
係
も
長
く
は
続
か
ず
、
数
週
間
も

経
た
な
い
う
ち
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
長
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
割
愛
す
る
が
、
あ
る
共
通
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
、
み
ん
な
で
一
緒
に

大
笑
い
し
た
の
が
打
ち
解
け
た
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
思
う
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
解
除
さ
れ
た
お
か

げ
で
球
技
大
会
や
遠
足
な
ど
の
学
校
行

事
が
予
定
通
り
開
催
さ
れ
た
が
、
や
は
り

一
番
思
い
出
深
い
の
が
年
末
に
開
催
さ
れ

た
北
嶺
祭
だ
。
生
徒
会
で
執
行
委
員
を

務
め
て
い
る
私
も
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
。
も
う
す
ぐ
卒
業
さ
れ
る
先

輩
方
の
最
後
の
行
事
に
な
る
と
聞
い
て
私

な
り
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
だ
。
多
く
の
実

行
委
員
が
同
時
に
動
い
て
い
た
た
め
、
一

時
は
連
携
ミ
ス
な
ど
も
あ
っ
て
苦
労
し
た

が
、
当
日
は
そ
の
疲
れ
を
忘
れ
る
ほ
ど
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
会
場
も
笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。

　楽
し
み
以
外
で
言
う
と
今
回
の
経
験
を

通
じ
て
先
輩
や
周
り
の
仲
間
と
交
流
す
る

際
の
良
い
距
離
感
の
取
り
方
を
覚
え
ら
れ

た
と
思
う
。
実
行
委
員
を
務
め
ら
れ
て
本

当
に
良
か
っ
た
。

　行
事
だ
け
で
な
く
学
習
に
も
力
を
入
れ

た
一
年
間
だ
っ
た
。
卒
業
後
に
大
学
の
経

済
学
部
へ
進
学
し
た
い
と
考
え
て
い
る
私

は
、
そ
の
目
標
に
近
づ
く
た
め
定
期
テ
ス

ト
前
に
試
験
ま
で
の
日
数
を
数
え
て
計
画

を
立
て
、
で
き
る
だ
け
集
中
が
続
く
よ
う

に
工
夫
し
な
が
ら
勉
強
を
進
め
た
。
そ
の

結
果
、
中
学
時
代
に
は
な
か
な
か
難
し

か
っ
た
ク
ラ
ス
上
位
に
な
る
事
も
で
き
た
。

あ
と
先
日
受
験
し
た
英
検
準
二
級
の
よ
う

に
機
会
が
あ
れ
ば
資
格
試
験
に
も
前
向
き

に
挑
戦
す
る
つ
も
り
だ
。

　四
月
か
ら
今
度
は
私
達
一
学
年
が
先
輩

と
し
て
新
入
生
を
迎
え
る
事
に
な
る
。

き
っ
と
「
先
輩
＝
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
気
軽
に
話
し
か

け
や
す
い
先
輩
に
な
れ
る
よ
う
無
理
の
な

い
形
で
交
流
し
、
今
ま
で
以
上
に
交
流
の

幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
一
年
間
に
し
て

い
き
た
い
。

一
年
Ａ
組

船
田
　
雪
華

　（
若
松
一
中
）

苦
手
科
目
が
英
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
英
語

検
定
四
級
に
合
格
し
、
勉
強
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
も
引
き
続
き
勉
強
に
取
り
組
ん
だ

所
、
先
日
行
わ
れ
た
三
度
目
の
英
語
検

定
で
三
級
の
一
次
試
験
に
合
格
で
き
た
。

そ
こ
で
英
語
科
の
先
生
に
直
接
ご
指
導
頂

い
て
二
次
試
験
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
に

挑
み
、
今
は
そ
の
合
格
発
表
を
待
っ
て
い

る
所
だ
。

　今
後
は
高
校
三
年
ま
で
に
英
語
検
定

準
二
級
に
合
格
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
さ

ら
に
英
語
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。
担
任

の
先
生
か
ら
も
こ
の
ま
ま
成
績
を
上
げ
て

い
け
ば
幅
広
い
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
言
わ
れ
、
と
て
も
刺
激
に
な
っ

た
。　夏

休
み
に
行
わ
れ
た
学
習
合
宿
で
五
色

沼
の
散
策
や
英
単
語
の
か
る
た
大
会
、
野

外
炊
飯
な
ど
を
行
っ
て
二
日
間
楽
し
ん
だ

よ
う
に
、
高
校
で
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が

行
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
修
学
旅
行
を
は

じ
め
多
く
の
学
校
行
事
が
あ
る
の
で
学
習

だ
け
で
な
く
行
事
を
通
じ
て
仲
間
と
の
思

い
出
づ
く
り
を
進
め
、
よ
り
良
い
三
年
間

に
し
た
い
。

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

専門学校

合計

希望者 決定者 割合

2

18

1

1

1

23

2

18

1

1

1

23

9%

79%

4%

4%

4%

100 %



会津北嶺だより 2024（令和 6）年（６）会津北嶺だより（７）2024（令和 6）年

部
活
動
の
声

次
は
頼
れ
る
先
輩
に

自
動
車
部
　
一
年
Ｃ
組

　
　
齋
藤
　
桜
良
（
若
松
四
中
）

感
動
と
達
成
感
の
一
年
間

二
年
Ａ
組

中
島
　
妃
香

　（
若
松
一
中
）

　「一
次
試
験
突
破
、
お
め
で
と
う
」「
日

本
に
戻
り
た
く
な
い
」「
伝
説
の
文
化
祭

に
し
よ
う
」
…
…

　走
馬
灯
の
よ
う
に
流
れ
る
瞬
間
が
い
く

つ
も
あ
り
、
強
い
感
動
や
達
成
感
に
包
ま

れ
続
け
た
一
年
だ
っ
た
。
た
だ
そ
の
一
方
、

大
い
な
る
光
に
大
い
な
る
影
が
伴
う
と
は

こ
の
事
か
と
思
う
程
、
こ
れ
ら
の
感
情
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
多
く
の
努
力
が
必
要

だ
っ
た
。
正
直
、
一
時
期
は
全
校
で
一
番

多
忙
だ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
っ
た

と
思
う
。

　中
で
も
二
学
期
が
特
別
だ
っ
た
。
英
語

検
定
二
級
の
受
験
、
カ
ナ
ダ
へ
の
海
外
研

修
、五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
文
化
祭「
北

嶺
祭
」
の
企
画
運
営
…
…
、
こ
れ
ら
を

同
時
に
進
め
、
ど
れ
も
満
足
ゆ
く
結
果
を

残
せ
た
の
は
奇
跡
的
だ
。

　学
習
面
で
は
英
語
に
力
を
入
れ
よ
う
と

決
め
、
書
く
だ
け
で
な
く
話
す
事
も
意
識

し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
英
語
科
の
先
生
に

指
導
し
て
頂
い
た
り
、
自
宅
で
英
語
が
得

意
な
母
に
会
話
の
コ
ツ
を
教
え
て
貰
っ
た
。

母
に
二
級
の
合
格
を
伝
え
ら
れ
た
時
は
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
い
う
思
い
で
一
杯
だ
っ

た
。
さ
ら
に
そ
の
ま
ま
翌
日
が
カ
ナ
ダ
へ

向
か
う
日
だ
っ
た
の
で
、
検
定
で
得
た
英

語
力
の
上
に
新
し
い
知
識
を
加
え
る
事
も

で
き
、楽
し
す
ぎ
て
帰
国
が
惜
し
い
程
だ
っ

た
。　学

習
以
外
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
本
校

で
コ
ロ
ナ
後
初
と
な
る
文
化
祭
を
決
行
で

き
た
事
が
嬉
し
か
っ
た
。
所
属
す
る
生
徒

会
役
員
の
力
を
合
わ
せ
、
先
生
方
の
お
力

を
あ
ま
り
お
借
り
す
る
事
な
く
最
後
ま
で

実
行
で
き
た
。

　連
日
の
よ
う
に
放
課
後
夜
遅
く
ま
で

残
っ
て
企
画
の
準
備
を
進
め
た
為
、
体
力

的
に
無
理
を
し
た
所
も
あ
っ
た
が
、
閉
会

式
を
無
事
に
終
え
た
時
に
会
場
の
体
育
館

が
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
瞬
間
、
心
か
ら

や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
最
高
の
気
分
に

浸
る
事
が
で
き
た
。

　本
当
に
濃
密
な
時
間
を
過
ご
せ
た
一
年

間
だ
っ
た
。
一
言
で
表
す
な
ら
、「
一
生
懸

命
は
カ
ッ
コ
良
い
」、
こ
れ
に
尽
き
る
最
高

の
年
だ
っ
た
。

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　私
は
こ
の
一
年
間
で
頑
張
っ
た
事
が
二
つ

あ
る
。
一つ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
。
い

く
つ
か
の
行
事
に
参
加
し
た
が
、
中
で
も

貴
重
な
経
験
を
し
た
の
が
町
の
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
、
小
学
生
対
象
の
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
の
手
伝
い
だ
っ
た
。

　参
加
者
が
幼
い
小
学
生
と
い
う
事
で
、

包
丁
の
使
い
方
や
野
菜
の
切
り
方
等
を
分

か
り
易
く
教
え
る
よ
う
に
心
が
け
、
ど
う

表
現
す
れ
ば
伝
わ
る
か
を
ず
っ
と
考
え
な

が
ら
行
動
し
た
。
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に

積
極
的
な
行
動
が
プ
ラ
ス
に

二
年
Ｂ
組

佐
藤
　
花
音

　（
若
松
四
中
）

交
流
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
達
も
自
然
に

笑
顔
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
私
も
笑
い

な
が
ら
教
え
て
い
た
。
最
後
に
作
っ
た
料

理
を
全
員
で
食
べ
、
笑
顔
の
中
で
活
動
を

終
え
る
事
が
で
き
た
。
相
手
に
教
え
る
難

し
さ
や
一
緒
に
物
事
に
取
り
組
む
楽
し
さ

を
味
わ
う
事
が
で
き
て
良
い
体
験
に
な
っ
た
。

　も
う
一
つ
が
、
ガ
ス
溶
接
試
験
だ
。
建

設
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
父
の
関
係

で
、
溶
接
と
い
う
言
葉
を
何
度
か
耳
に
し

た
事
が
あ
っ
た
の
で
、
先
生
の
お
誘
い
を

頂
い
た
時
に
良
い
機
会
だ
と
考
え
て
受
験

を
決
め
た
。

　講
習
会
で
は
今
ま
で
人
生
で
全
く
聞
い

た
事
の
な
い
専
門
用
語
の
数
々
を
必
死
に

覚
え
、
実
技
試
験
も
緊
張
し
な
が
ら
先

生
に
教
え
て
頂
い
た
通
り
作
業
を
行
っ
て
、

無
事
合
格
す
る
事
が
で
き
た
。

　積
極
的
な
行
動
が
良
い
結
果
に
繋
が
っ

た
一
年
だ
っ
た
の
で
、
四
月
か
ら
の
三
学
年

で
も
、
自
分
か
ら
進
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

　自
動
車
部
で
は
五
月
に
鶴
ヶ
城
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
の
展
示
や
本
校
機
械
科
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
等
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
の
自
動
車

部
の
活
動
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
の

が
、
昨
年
十
月
に
栃
木
県
の
サ
ー
キ
ッ
ト

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
も
て
ぎ
」
で
開
催

さ
れ
た
耐
久
レ
ー
ス
「
2
0
2
3
E
n
e

―
1
M
O
T
E
G
I 

G
P
」
へ
の
出
場

だ
っ
た
。

　出
場
マ
シ
ン
の
製
作
は
約
十
名
の
部
員

全
員
で
お
よ
そ
半
年
か
け
て
行
っ
た
。
大

会
が
近
付
く
に
つ
れ
て
、
本
番
に
間
に
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
増

し
、
作
業
に
ま
す
ま
す
熱
が
こ
も
っ
て
い
っ

た
。　私

も
製
作
の
終
盤
に
、
完
成
し
た
フ

レ
ー
ム
を
ボ
デ
ィ
ー
に
繋
げ
る
重
要
な
役

割
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ミ
ス
を
す

る
と
タ
イ
ヤ
が
う
ま
く
回
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
重
要
な
部
分
だ
っ
た
の
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
が
、
三
人
の
仲
間
と
協

力
し
て
や
り
遂
げ
る
事
が
で
き
た
。

　大
会
前
日
の
昼
頃
に
会
津
若
松
市
を

出
発
し
、
栃
木
県
で
夜
七
時
頃
か
ら
マ
シ

ン
の
調
整
を
行
っ
た
。
当
日
に
は
朝
五
時

に
宿
舎
を
出
発
、
会
場
で
最
終
点
検
を

行
っ
た
。
レ
ー
ス
開
始
は
昼
過
ぎ
で
、
二

十
三
の
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
。

走
行
開
始
。
ス
タ
ー
ト
も
良
く
、
二
周
を

終
え
た
時
点
で
四
位
。
こ
れ
は
良
い
展
開

だ
…
…
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
マ
シ
ン
が
突

然
走
行
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
モ
ー
タ
ー

ト
ラ
ブ
ル
だ
っ
た
。
三
周
目
の
、
無
念
の

リ
タ
イ
ア
。
あ
れ
だ
け
頑
張
っ
た
の
に
と
、

本
当
に
悔
し
か
っ
た
。

　後
日
、
大
会
を
振
り
返
り
な
が
ら
部

員
の
み
ん
な
と
一
緒
に
食
べ
た
焼
肉
の
味

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
で
「
次
だ
な
」

と
言
い
交
わ
し
な
が
ら
口
に
す
る
と
、
特

別
な
味
が
し
た
。
春
か
ら
は
新
入
部
員
を

迎
え
、
今
度
は
自
分
が
先
輩
と
し
て
迎
え

入
れ
る
番
に
な
る
。
良
き
先
輩
と
し
て
後

輩
達
を
支
え
た
い
。

吹
奏
楽
部
か
ら
応
援
団
に

応
援
団
　
一
年
A
組

　
　
下
平
　
結
愛
（
若
松
三
中
）

　私
達
応
援
団
の
主
な
活
動
は
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
行
わ
れ
る
野
球
部
の
公
式

戦
で
の
演
奏
だ
。
小
、
中
学
校
と
吹
奏

楽
部
の
部
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
私

は
、
高
校
で
も
音
楽
関
係
の
部
で
活
動
し

た
い
と
考
え
、
応
援
団
へ
の
入
部
を
決
め

た
。　だ

が
一
度
入
部
し
て
み
る
と
、
吹
奏
楽

と
応
援
の
為
の
音
楽
は
全
く
異
な
り
、
そ

の
感
覚
の
違
い
を
つ
か
め
ず
に
苦
労
す
る

事
に
な
っ
た
。
吹
奏
楽
は
細
か
な
表
現
に

重
き
を
置
く
が
、
応
援
は
ど
れ
だ
け
相
手

に
音
を
届
け
ら
れ
る
か
、
球
場
内
で
ど
れ

だ
け
仲
間
を
鼓
舞
で
き
る
か
が
重
要
に
な

る
。
演
奏
時
間
は
何
倍
も
長
く
、
演
奏

念
願
の
県
大
会
出
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　
二
年
Ｂ
組

　
　
佐
藤
　
梨
央
（
一
箕
中
）

　私
達
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
あ
ま
り
大
人

数
で
は
な
い
も
の
の
、
一
人
一
人
目
標
を

持
っ
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
お

互
い
に
教
え
合
い
、
男
女
や
学
年
関
係
な

場
所
も
快
適
な
屋
内
で
は
な
い
。
炎
天
下

で
あ
っ
た
り
、
小
雨
が
降
っ
て
き
た
り
、

時
に
は
風
で
楽
譜
が
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ

た
り
も
す
る
。

　そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
活
動

を
続
け
よ
う
と
思
え
る
の
は
、
自
分
達
が

応
援
し
た
試
合
に
勝
利
に
し
た
時
の
、
あ

の
瞬
間
の
気
持
ち
が
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら

だ
。
そ
れ
は
そ
れ
は
嬉
し
い
。
少
し
で
も

野
球
部
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
た
ら
と
思

う
。　応

援
団
に
入
り
、
人
を
応
援
す
る
楽

し
さ
や
嬉
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
知
る

事
が
で
き
た
。
今
で
は
応
援
団
の
仲
間
と

の
深
い
絆
も
あ
る
。

　こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
み
ん
な
に
力
強
い

応
援
を
送
り
続
け
た
い
。

く
、
協
力
し
な
が
ら
と
て
も
良
い
雰
囲
気

の
中
で
活
動
中
だ
。

　昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
新
人
戦
地

区
大
会
の
女
子
学
校
対
抗
戦
で
は
、
大

会
前
日
に
不
運
に
も
部
員
の
一
人
が
体
調

を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
対
抗
戦
に
は
最
低

五
名
の
参
加
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ
で
は

出
場
で
き
な
い
。
棄
権
す
る
他
な
い
か
と

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
そ
の
様

子
を
見
た
他
の
部
活
の
友
人
が
助
っ
人
と

し
て
の
参
加
を
申
し
出
て
く
れ
た
。
本
当

に
有
難
か
っ
た
。

　そ
し
て
何
と
か
迎
え
た
大
会
当
日
。
対

抗
戦
は
リ
ー
グ
戦
総
当
た
り
方
式
で
行

わ
れ
た
為
、
会
場
に
い
る
全
高
校
と
対
戦

す
る
形
に
な
っ
た
。
ど
の
学
校
も
強
豪
ば

か
り
で
一
点
、
一
ゲ
ー
ム
を
争
う
接
戦
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
不
慣
れ
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
臨
ん
で
く
れ
て
い
る
友
人
の
為
に
も
部

員
の
私
達
が
結
果
を
出
そ
う
と
、
全
力

で
試
合
に
臨
ん
だ
。
そ
し
て
仲
間
達
の
力

強
い
応
援
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
戦
っ
た

結
果
、
私
達
は
準
優
勝
を
果
た
し
、
念

願
の
県
大
会
出
場
を
叶
え
る
事
が
で
き

た
。　高

校
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
私

に
と
っ
て
県
大
会
出
場
は
一
番
の
目
標

だ
っ
た
。
そ
れ
を
個
人
戦
で
は
な
く
、チ
ー

ム
と
し
て
勝
ち
取
れ
た
事
が
嬉
し
く
、
頑

張
っ
て
く
れ
た
後
輩
達
へ
の
感
謝
の
思
い

で
一
杯
だ
っ
た
。

　残
り
半
年
程
で
私
達
の
学
年
は
部
活

動
の
引
退
を
迎
え
る
事
に
な
る
。
練
習
で

き
る
日
も
少
し
ず
つ
限
ら
れ
て
く
る
が
、

最
後
の
最
後
ま
で
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

今
度
は
男
女
全
員
で
県
大
会
に
出
場
を

果
た
し
た
い
。

　中
学
時
代
に
私
は
勉
強
に
あ
ま
り
力

を
入
れ
ず
、
部
活
動
も
柔
道
部
に
所
属

し
た
も
の
の
途
中
で
辞
め
、
中
途
半
端
に

終
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
過
去
を
後

悔
し
て
い
た
私
は
、
高
校
で
同
じ
よ
う
な

生
活
態
度
を
続
け
て
は
駄
目
だ
と
考
え
、

さ
ら
に
母
親
に
こ
れ
以
上
の
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
と
も
考
え
て
心
を
入
れ
替
え
、

ま
ず
は
普
段
の
授
業
を
大
切
に
す
る
よ
う

に
行
動
を
改
め
た
。

　具
体
的
に
は
後
で
復
習
し
や
す
い
よ
う

に
授
業
中
、
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
時

の
ノ
ー
ト
の
取
り
方
を
工
夫
し
た
。
初
め

は
慣
れ
な
か
っ
た
が
、
授
業
の
内
容
を
理

解
し
て
い
く
に
つ
れ
て
効
率
良
く
ノ
ー
ト

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
私
は
一
番
の

苦
手
科
目
の
克
服
が
自
信
に

主な指定校推薦の入試枠実績

同
盟
校

2023年度（令和5年度）進路決定状況（2月上旬現在）

特別進学コース概要 進路決定割合

日本大学
東海大学
帝京大学
神奈川大学
玉川大学
福島学院大学
奥羽大学
東京電機大学
城西大学
東北工業大学
医療創生大学
仙台白百合女子大学
東日本国際大学
新潟薬科大学
日本工業大学

・国際基督教大学
・青山学院大学
・桜美林大学
・東北学院大学
・宮城学院女子大学
・尚絅学院大学
・敬和学園大学
・聖学院大学
・山梨英和大学
・大阪女学院大学
・広島女学院大学

・平安女学院大学
・桃山学院大学
・西南学院大学
・東洋英和女学院大学
・長崎外国語大学
・活水女子大学
・稚内北星学園大学
・聖隷クリストファー大学
・沖縄キリスト教学院大学
・三育学院大学　　等

城西国際大学
東京福祉大学
文星芸術大学
多摩大学
東北文化学園大学
埼玉工業大学
作新学院大学
新潟産業大学
日本薬科大学
東北公益文科大学
長岡大学
石巻専修大学
関東学園大学
東京工芸大学
千葉科学大学

郡山女子大学
宇都宮共和大学
新潟リハビリテーション大学
静岡産業大学
金城学院大学
湘南工科大学
北翔大学
ノースアジア大学
ものづくり大学
中部学院大学
和光大学
愛知工業大学
北海道科学大学
日本経済大学
足利大学　 など多数

麻布大学
文京学院大学

八戸工業大学
秀明大学

星槎道都大学
江戸川大学

国公立大学
9%

専門学校
4%私立短期

4%

私立大学
79%

一
年
B
組

五
十
嵐
　
功

　（
若
松
一
中
）

国公立短大
4%

　高
校
に
入
学
し
て
も
う
す
ぐ
一
年
が
経

つ
。
今
は
も
う
一
年
か
と
い
う
思
い
と
、
一

年
間
そ
れ
な
り
に
頑
張
れ
た
か
な
と
い
う

思
い
の
両
方
だ
。

　入
学
し
て
す
ぐ
の
私
は
と
て
も
緊
張
し

て
い
た
。
同
じ
中
学
校
か
ら
入
学
し
た
子

も
何
人
か
い
た
が
、
大
半
は
会
う
の
が
初

め
て
だ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
性
格
か
分
か

ら
ず
、
い
つ
も
相
手
の
様
子
を
探
る
よ
う

な
視
線
を
送
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
何

だ
か
真
面
目
す
ぎ
て
関
わ
り
辛
そ
う
な
子

ば
か
り
の
ク
ラ
ス
だ
な
と
感
じ
て
い
た
の

は
、
思
え
ば
お
互
い
に
そ
う
し
た
視
線
を

今
度
は
頼
れ
る
先
輩
に

送
り
合
っ
て
い
た
せ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
緊

張
関
係
も
長
く
は
続
か
ず
、
数
週
間
も

経
た
な
い
う
ち
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
長
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
割
愛
す
る
が
、
あ
る
共
通
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
、
み
ん
な
で
一
緒
に

大
笑
い
し
た
の
が
打
ち
解
け
た
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
思
う
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
解
除
さ
れ
た
お
か

げ
で
球
技
大
会
や
遠
足
な
ど
の
学
校
行

事
が
予
定
通
り
開
催
さ
れ
た
が
、
や
は
り

一
番
思
い
出
深
い
の
が
年
末
に
開
催
さ
れ

た
北
嶺
祭
だ
。
生
徒
会
で
執
行
委
員
を

務
め
て
い
る
私
も
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
。
も
う
す
ぐ
卒
業
さ
れ
る
先

輩
方
の
最
後
の
行
事
に
な
る
と
聞
い
て
私

な
り
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
だ
。
多
く
の
実

行
委
員
が
同
時
に
動
い
て
い
た
た
め
、
一

時
は
連
携
ミ
ス
な
ど
も
あ
っ
て
苦
労
し
た

が
、
当
日
は
そ
の
疲
れ
を
忘
れ
る
ほ
ど
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
会
場
も
笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。

　楽
し
み
以
外
で
言
う
と
今
回
の
経
験
を

通
じ
て
先
輩
や
周
り
の
仲
間
と
交
流
す
る

際
の
良
い
距
離
感
の
取
り
方
を
覚
え
ら
れ

た
と
思
う
。
実
行
委
員
を
務
め
ら
れ
て
本

当
に
良
か
っ
た
。

　行
事
だ
け
で
な
く
学
習
に
も
力
を
入
れ

た
一
年
間
だ
っ
た
。
卒
業
後
に
大
学
の
経

済
学
部
へ
進
学
し
た
い
と
考
え
て
い
る
私

は
、
そ
の
目
標
に
近
づ
く
た
め
定
期
テ
ス

ト
前
に
試
験
ま
で
の
日
数
を
数
え
て
計
画

を
立
て
、
で
き
る
だ
け
集
中
が
続
く
よ
う

に
工
夫
し
な
が
ら
勉
強
を
進
め
た
。
そ
の

結
果
、
中
学
時
代
に
は
な
か
な
か
難
し

か
っ
た
ク
ラ
ス
上
位
に
な
る
事
も
で
き
た
。

あ
と
先
日
受
験
し
た
英
検
準
二
級
の
よ
う

に
機
会
が
あ
れ
ば
資
格
試
験
に
も
前
向
き

に
挑
戦
す
る
つ
も
り
だ
。

　四
月
か
ら
今
度
は
私
達
一
学
年
が
先
輩

と
し
て
新
入
生
を
迎
え
る
事
に
な
る
。

き
っ
と
「
先
輩
＝
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
気
軽
に
話
し
か

け
や
す
い
先
輩
に
な
れ
る
よ
う
無
理
の
な

い
形
で
交
流
し
、
今
ま
で
以
上
に
交
流
の

幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
一
年
間
に
し
て

い
き
た
い
。

一
年
Ａ
組

船
田
　
雪
華

　（
若
松
一
中
）

苦
手
科
目
が
英
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
英
語

検
定
四
級
に
合
格
し
、
勉
強
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
も
引
き
続
き
勉
強
に
取
り
組
ん
だ

所
、
先
日
行
わ
れ
た
三
度
目
の
英
語
検

定
で
三
級
の
一
次
試
験
に
合
格
で
き
た
。

そ
こ
で
英
語
科
の
先
生
に
直
接
ご
指
導
頂

い
て
二
次
試
験
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
に

挑
み
、
今
は
そ
の
合
格
発
表
を
待
っ
て
い

る
所
だ
。

　今
後
は
高
校
三
年
ま
で
に
英
語
検
定

準
二
級
に
合
格
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
さ

ら
に
英
語
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。
担
任

の
先
生
か
ら
も
こ
の
ま
ま
成
績
を
上
げ
て

い
け
ば
幅
広
い
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
言
わ
れ
、
と
て
も
刺
激
に
な
っ

た
。　夏

休
み
に
行
わ
れ
た
学
習
合
宿
で
五
色

沼
の
散
策
や
英
単
語
の
か
る
た
大
会
、
野

外
炊
飯
な
ど
を
行
っ
て
二
日
間
楽
し
ん
だ

よ
う
に
、
高
校
で
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が

行
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
修
学
旅
行
を
は

じ
め
多
く
の
学
校
行
事
が
あ
る
の
で
学
習

だ
け
で
な
く
行
事
を
通
じ
て
仲
間
と
の
思

い
出
づ
く
り
を
進
め
、
よ
り
良
い
三
年
間

に
し
た
い
。

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

専門学校

合計

希望者 決定者 割合

2

18

1

1

1

23

2

18

1

1

1

23

9%

79%

4%

4%

4%

100 %



会津北嶺だより 2024（令和 6）年（８）
2024（令和６）年　号８第THE AIZUHOKUREI NEWS

会津北嶺だより

ホームページ https://www.aizuhokurei.jp
TEL.0242-22-1004  FAX.0242-22-4442

学校法人石山学園
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会津北嶺高等学校

機械科
自動車コース

普通科

野
球
部

　（
大
会
実
績
）

　
・
第
七
十
四
回
　
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
会
津
支
部
予
選
　
優
勝
　

　
　
　
　
　
本
選
（
県
大
会
）
ベ
ス
ト
１
６

　
・
第
四
十
五
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
優
勝

　
・
第
七
十
五
回
　
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

　
・
第
七
十
五
回
　
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
・
第
六
十
四
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
準
優
勝

　
・
第
一
〇
五
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

　
　
　
　
　
福
島
大
会
　
ベ
ス
ト
４

　
・
第
七
十
五
回
　
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
会
津
支
部
大
会
　 

準
優
勝

　
・
第
七
十
五
回
　
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
・
第
四
十
六
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
優
勝

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
績
）

　
・
会
津
若
松
市
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
猪
苗
代
町
・
中
ノ
沢
温
泉
こ
け
し
祭
り 

イ
ベ
ン
ト
運
営

　
・
い
わ
き
市
豪
雨
災
害
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
１
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｂ
猪
俣
翔
瑛
（
一
箕
中
）・
小
林
雄
陽
（
塩
川
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｃ
木
村
大
珠
（
歌
島
中
）・
永
井
真
斗
（
河
東
学
園
中
）・
矢
内
宇
飛
（
旭
中
）

　
　
　
　
　
２
Ａ
北
浦
空
來
（
石
垣
中
）

　
　
　
　
　
３
Ａ
原
太
一
（
会
北
中
）

　
　
　
　
　
３
Ｃ
辻
川
知
哉
（
小
岩
第
二
中
）

　
・
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
　
㏌
猪
苗
代
　
イ
ベ
ン
ト
運
営

　
　
　
　
　
１
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）・
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）・
三
村
朋
大
（
春
江
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｂ
佐
藤
龍
斗
（
郡
山
五
中
）・
德
田
竜
汰
（
宮
崎
中
）・
山
本
優
太
（
杉
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗
（
若
松
原
中
）・
木
村
大
珠
（
歌
島
中
）
末
永
光
騎
（
雄
勝
中
）・
永
井
真
斗
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
　
　
　
　
矢
内
宇
飛
（
旭
中
）

　
　
　
　
　
２
Ａ
北
浦
空
來
（
石
垣
中
）・
齋
藤
奏
（
春
江
中
）・
武
島
大
輔
（
鈴
ヶ
森
中
）
永
田
結
真
（
一
箕
中
）

　
　
　
　
　
　
　
土
師
昊
心
琉
（
新
北
野
中
）・
前
泊
創
登
（
西
原
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｂ
安
納
直
人
（
城
山
中
）
２
Ｃ
東
江
信
一
郎
（
嘉
数
中
）・
倉
持
友
輝
（
境
第
二
中
）

　
・
会
津
美
里
町
・
高
田
大
俵
引
き
　
参
加

　
　
　
　
　
１
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）・
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）・
三
村
朋
大
（
春
江
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｂ
猪
俣
翔
瑛
（
一
箕
中
）・
小
林
雄
陽
（
塩
川
中
）・
佐
藤
龍
斗
（
郡
山
五
中
）
德
田
竜
汰
（
宮
崎
中
）

　
　
　
　
　
　
　
山
本
優
太
（
杉
中
）・
渡
部
創
冬
（
猪
苗
代
中
）

　
　
　
　
　
１
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗
（
若
松
原
中
）・
太
田
倖
聖
（
荻
窪
中
）
木
村
大
珠
（
歌
島
中
）・
田
原
一
聖
（
具
志
川
中
）

　
　
　
　
　
　
　
永
井
真
斗
（
河
東
学
園
中
）・
矢
内
宇
飛
（
旭
中
）

　
・
会
津
坂
下
町
・
大
俵
引
き
　
参
加

　
　
　
　
　
２
Ａ
北
浦
空
來
（
石
垣
中
）・
齋
藤
奏
（
春
江
中
）・
髙
橋
柊
音
（
喜
多
方
三
中
）
武
島
大
輔
（
鈴
ヶ
森
中
）

　
　
　
　
　
　
　
土
師
昊
心
琉
（
新
北
野
中
）・
藤
井
聡
也
（
世
田
谷
中
）・
前
泊
創
登
（
西
原
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｂ
兼
子
大
夢
（
湯
川
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｃ
秋
山
北
斗
（
塩
川
中
）・
東
江
信
一
郎
（
嘉
数
中
）・
神
林
優
（
河
東
中
）
倉
持
友
輝
（
境
第
二
中
）

　
　
　
　
　
　
　
永
井
綾
真
（
河
東
中
）・
新
田
虎
大
（
天
理
北
中
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
男
子
　
第
３
位

　
　
　
　
　
会
津
地
区
　
優
秀
選
手
賞
　
３
Ｄ
　
　
安
川
　
　
悠
人
　（
若
松
四
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

　
・
令
和
五
年
度
　
全
会
津
高
等
学
校
　
春
季
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
個
人
戦
　
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
川
口
陽
輝
（
若
松
一
中
）
ペ
ア

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会
　
個
人
戦
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
川
口
陽
輝
（
若
松
一
中
）
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
戦
　
第
５
位

　
・
第
七
十
六
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会
　
個
人
戦
　
　
第
３
位

　
　
　
　
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
川
口
陽
輝
（
若
松
一
中
）
ペ
ア

　
・
第
十
九
回
　
福
島
県
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

　
　
　
　
　
会
津
地
区
予
選
会
　
優
勝
　
２
Ｃ
安
西
優
斗
（
一
箕
中
）

　
2
0
２
3
年
度
　
部
活
動
＆
同
好
会
　
活
動
実
績
（
一
部
抜
粋 

）

夏の甲子園県大会 会津初のベスト４! !

● 野球部 
　　 全国高等学校野球選手権
　　 福島県大会 準決勝進出！！
● 特設ボクシング部
　　 全国大会フライ級 第５位入賞！！
● 今年も各部で好成績続く
● ４年ぶり開催の北嶺祭も大成功

学校行事や部活動、資格取得や進路活動など今年も各方面で北嶺生が大活躍 !!

富山君ロッテ入団

北嶺祭 2023 開催

県大会出場続々

カナダ海外研修

地
元
に
夢
を
与
え
た
北
嶺
球
児
‼

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会

　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

　
・
第
七
十
三
回
　
全
会
津
総
合
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
準
優
勝
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

　
・
第
六
十
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
会
津
地
区
大
会
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

　
　
　
　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
　
ベ
ス
ト
８ 

　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

　
　
・
令
和
五
年
度
　
第
六
十
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
　
　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
ベ
ス
ト
１
６

　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
１
６
　
１
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
） ・ 

１
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）
ペ
ア

特
設
ボ
ク
シ
ン
グ
部

　
・
第
六
十
九
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　
　
　
　
　
フ
ラ
イ
級
　
優
勝
　
３
Ｃ
神
﨑
烈
（
高
田
中
）

　
・
令
和
五
年
度
　
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　
　
　
　
　
男
子
１
部
　
フ
ラ
イ
級
　
第
３
位
　
３
Ｃ
神
﨑
烈
（
高
田
中
）

　
・
令
和
五
年
度 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
大
会

　
　
　
　
　
第
七
十
七
回 

全
国
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
フ
ラ
イ
級
　
第
５
位
　
３
Ｃ
神
﨑
烈
（
高
田
中
）

自
動
車
部

　
・
２
０
２
３
　
Ｅ
ｎ
ｅ
ー
１

　
　
　
　
　
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｉ 

Ｇ
Ｐ 

㏌ 

モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
も
て
ぎ
　
レ
ー
ス
出
場

　
・
第
四
十
四
回
　
子
ど
も
祭
り
　
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
広
場
　
　
展
示 

・ 

説
明
ス
タ
ッ
フ

ハ
ン
ド
ベ
ル
部 

＆ 

Ｊ
ｏ
ｙ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ（
聖
書
研
究
会
）

　
・
若
松
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

　
　
　
　
　
第
三
回
　
家
族
介
護
者
交
流
会
　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
㏌
　
會
津
稽
古
堂

　
・
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

㏌ 

恵
泉
会
津
チ
ャ
ペ
ル

　
・
フ
ル
ー
テ
ィ
ア
ふ
く
し
ま
　
フ
ィ
ナ
ー
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
特
別
演
奏 

㏌ 

会
津
若
松
駅

　
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
㏌
　
小
野
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　
・
令
和
五
年
度
　
会
津
支
援
学
校
・
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校

　
　
　
　
　
合
同
文
化
祭
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
１
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
） ・ 

１
Ａ
下
平
結
愛
（
若
松
三
中
）

　
　
　
　
　
１
Ａ
野
口
侑
楽
（
若
松
一
中
） ・ 

１
Ａ
船
田
雪
華
（
若
松
一
中
）
２
Ｂ
五
十
嵐
李
音
（
若
松
三
中
） 

　
　
　
　
　
２
Ｂ
坂
上
柊
（
若
松
一
中
）
２
Ｂ
玉
川
夢
斗
（
下
郷
中
） ・ 

２
Ｂ
手
代
木
稜
来
（
若
松
三
中
）

　
・
第
二
十
一
回
　
会
津
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
１
Ａ
野
口
侑
楽
（
若
松
一
中
） ・ 

１
Ａ
舟
木
彩
夏
（
若
松
一
中
）
１
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
） 

　
　
　
　
　
１
Ａ
船
田
雪
華
（
若
松
一
中
）
１
Ａ
下
平
結
愛
（
若
松
三
中
） ・ 

２
Ａ
五
十
嵐
小
晴
（
高
田
中
）

　
　
　
　
　
２
Ａ
齋
藤
思
瑚
（
一
箕
中
） ・ 

２
Ａ
齋
藤
凛
　（
北
会
津
中
）
２
Ａ
中
島
妃
香
（
若
松
一
中
） 

　
　
　
　
　
２
Ｂ
安
部
雛
乃
（
若
松
四
中
）
２
Ｂ
小
林
陽
菜
（
北
会
津
中
） ・ 

２
Ｂ
佐
藤
梨
央
（
一
箕
中
）

　
　
　
　
　
２
Ｂ
鈴
木
心
奈
（
若
松
四
中
） ・ 

２
Ｂ
鈴
木
姫
渚
（
若
松
五
中
）

　
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
宮
城
県

　
　
　
　
　
２
Ｂ
遠
藤
寛
人
（
一
箕
中
）　
　

　
　
　
　
　
３
Ａ
猪
俣
知
也
（
北
会
津
中
）

　
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
東
北
教
区
夏
季
中
高
生
・
青
年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
３
Ａ
初
谷
海
天
（
本
郷
中
）

　
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
関
東
教
区
　
　
十
日
町
雪
堀
り
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
１
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
）・
小
野
雪
菜
（
若
松
三
中
）・
小
山
晃
（
若
松
三
中
）

　
　
　
　
　
　
　
西
間
木
伶
深
（
若
松
三
中
）・
野
口
侑
楽
（
若
松
一
中
）

科
学
探
究
部

　
・
令
和
五
年
度
ロ
ボ
コ
ン
ｉ
ｎ
あ
い
づ
　
参
加
　
部
門
賞
受
賞

漫
画
ア
ニ
メ
同
好
会

　
・
第
三
十
二
回
　
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大
会
（
ま
ん
が
甲
子
園
）　
予
選
出
場

　
・
令
和
五
年
度
　
特
撮
文
化
推
進
事
業
実
行
委
員
会
事
業

　
　
　
　
　
特
撮
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
参
加

　
・
会
津
若
松
市
役
所
　
庁
舎
建
設
工
事
　
ア
ー
ト
作
品
展
示

　
　
　
　
　
２
Ａ
横
山
美
侑
（
若
松
五
中
）


